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初
期
日
本
天
台
に
お
け
る
被
接
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

―
円
珍
『
法
華
論
記
』
と
『
授
決
集
』
を
中
心
に―

萩
　

野
　

翔
　

太

【
要
旨
】

　

天
台
三
大
部
な
ど
に
説
か
れ
る
「
被
接
」
は
、
日
本
天
台
の
論
義
や
口
伝
法
門
に

お
い
て
重
要
な
教
理
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
初
期
日
本
天
台

に
お
け
る
解
釈
や
受
容
に
つ
い
て
は
資
料
不
足
の
点
か
ら
あ
ま
り
検
討
が
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
円
珍
の
『
法
華
論
記
』
と
『
授
決
集
』
に
説
か

れ
る
被
接
に
焦
点
を
当
て
、
日
本
天
台
に
お
け
る
良
源
『
被
接
義
私
記
』
以
前
の
解

釈
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
ず
、
基
軸
と
な
る
天
台
三
大
部
や
湛
然
の
注
釈
書
に
お
け
る
被
接
の
説
を
整
理

し
た
。
次
に
、
円
珍
以
前
の
日
本
天
台
に
お
け
る
被
接
と
そ
れ
に
関
す
る
教
説
の
受

容
を
検
討
し
た
。
そ
の
上
で
、
円
珍
『
法
華
論
記
』
と
『
授
決
集
』
に
お
け
る
被
接

の
解
釈
を
考
察
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
円
珍
は
四
教
を
仏
意
に
基
づ
く
と
理
解
し
た

上
で
被
接
な
ど
の
説
を
解
釈
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

『
法
華
論
記
』
と
『
授
決
集
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
被
接
と
別
接
通
に
よ
る
解
釈
は
、

四
教
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
『
摩
訶
止
観
』
や
そ
れ
を
補
足
す
る
湛
然
の
注
釈
書
で

示
さ
れ
る
被
接
の
説
を
踏
襲
し
た
う
え
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
　

被
接
・
別
接
通
・
円
珍
・
『
法
華
論
記
』
・
『
授
決
集
』

は
じ
め
に

　

日
本
天
台
の
教
学
は
、
天
台
三
大
部
や
湛
然
（
七
一
一―

七
八
二
）
に
よ
る
三
大

部
の
注
釈
書
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
天
台
の
教
学
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
論
義
や
口
伝
法
門
に
お
い
て
は
、
天
台
三
大
部
や
そ
の
注
釈
書
な
ど
に
基
づ
き

な
が
ら
も
、
中
国
天
台
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
種
々
の
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
中

で
も
、
「
被
接
」
は
重
要
な
教
理
の
一
つ
と
し
て
論
義
や
口
伝
法
門
に
お
い
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
日
本
天
台
に
お
い
て
詳
細
に
研
鑽
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る

 １

。

　

中
国
や
日
本
の
諸
学
派
、
諸
宗
の
人
師
に
よ
っ
て
成
仏
を
は
じ
め
行
位
や
断
惑
の

問
題
は
種
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
中
国
天
台
に
お
い
て
蔵
通
別

円
の
四
教
と
行
位
、
断
惑
等
と
の
関
係
か
ら
被
接
の
説
が
立
て
ら
れ
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
日
本
天
台
に
お
い
て
は
独
自
の
展
開
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る

 ２

。

　

日
本
天
台
に
お
け
る
被
接
は
、
智
顗
（
五
三
八―

五
九
七
）
説
灌
頂
（
五
六
一―

六
三
二
）
記
の
『
法
華
玄
義
』
と
『
摩
訶
止
観
』
、
湛
然
の
注
釈
書
の
説
が
基
軸
と

な
り
展
開
す
る
。
特
に
、
『
法
華
玄
義
』
と
『
摩
訶
止
観
』
に
示
さ
れ
る
被
接
の
記

述
の
相
違
や
、
湛
然
の
注
釈
に
対
す
る
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
論
義
や
口
伝
法
門
に
関

す
る
文
献
を
中
心
に
多
様
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
久
保

［
一
九
九
八
Ｂ
］
に
お
い
て
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
被
接
に
関
す
る
定
義
や
行

位
な
ど
種
々
の
義
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る

 ３

。
そ
の
中
で
、

特
に
良
源
（
九
一
二―

九
八
五
）
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
被
接
義
私
記
』

 ４

が
、
「
御
廟
」
「
御
廟
大
師
」
「
大
僧
正
」
な
ど
の
名
で
、
証
真
（
一
一
三
一
頃―

一
二
二
〇
頃
）
の
『
法
華
玄
義
私
記
』
と
『
止
観
私
記
』
を
は
じ
め
、
良
源
以
降

の
日
本
天
台
の
諸
文
献
に
お
け
る
被
接
を
扱
う
箇
所
で
高
い
頻
度
で
用
い
ら
れ
て

お
り
、
後
代
の
日
本
天
台
の
学
匠
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
 ５

。
確
か
に
、
被
接
が
説
か
れ
て
い
る
日
本
天
台
の
論
義
や
口
伝
法
門
の
文
献
に

は
、
随
所
に
良
源
『
被
接
義
私
記
』
の
引
用
や
そ
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
い
る
箇
所
が
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確
認
で
き
る
。
ま
た
、
良
源
『
被
接
義
私
記
』
に
は
「
然
闍
梨
」
の
私
記
を
は
じ
め

先
学
の
説
を
引
用
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り

 ６

、
良
源
『
被
接
義

私
記
』
は
先
行
す
る
日
本
天
台
の
説
を
踏
ま
え
た
う
え
で
撰
述
さ
れ
た
こ
と
が
推
察

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
天
台
に
お
い
て
被
接
は
、
良
源
『
被
接
義
私
記
』
と

そ
の
影
響
が
あ
る
証
真
の
三
大
部
私
記
、
鎌
倉
以
降
に
撰
述
さ
れ
た
論
義
や
口
伝
法

門
に
関
す
る
文
献
を
通
し
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
、
多
様
な
解
釈
が
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
良
源
『
被
接
義
私
記
』
が
撰
述
さ
れ
る
以
前
、
よ
り
具
体
的
に

は
論
義
や
口
伝
法
門
で
体
系
化
さ
れ
る
以
前
の
解
釈
や
受
容
に
つ
い
て
は
資
料
不
足

の
点
か
ら
未
だ
明
ら
か
で
な
い
点
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
良
源
『
被
接
義
私

記
』
以
前
の
被
接
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
文
献
が
円
珍
（
八
一
四―

八
九
一
）
の

『
法
華
論
記
』
と
『
授
決
集
』
で
あ
る
。
と
く
に
、
『
授
決
集
』
に
は
「
別
接
通
決

第
三
十
九
」
と
い
う
被
接
を
中
心
に
扱
っ
た
決
が
あ
り
、
良
源
『
被
接
義
私
記
』
以

前
の
解
釈
と
受
容
を
知
る
上
で
、
円
珍
の
著
作
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
な
お
、
池
田
［
一
九
七
八
Ａ
］
に
よ
っ
て
、

「
世
人
未
知
四
教
義
」
（
二
〇
七
下
）
と
嘆
ず
る
よ
う
に
、
円
珍
は
天
台
教
判

の
優
位
を
確
認
し
、
そ
れ
を
湛
然
教
学
を
介
し
て
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

も
例
え
ば
、
「
妙
楽
之
判
以
別
接
通
、
他
人
絶
無
此
接
義
」
（
授
決
集
二
四

下
）
と
い
う
よ
う
な
、
「
被
接
義
」
（
三
九
上
・
四
〇
下
）
の
自
在
な
応
用
面

で
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
湛
然
門
下
の
教
判
理
解
が
形
式
化
し
て
い
っ
た
歴
史

的
事
実
と
対
照
し
て
極
め
て
印
象
的
な
の
で
あ
る

 ７

。

と
、
被
接
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
、
円
珍
の
天
台
教
判
の
理
解
が
形
式
的
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
『
法
華
論
記
』
に
関
し
て
は
頁
数
を
示

す
の
み
で
あ
る
が
、
『
授
決
集
』
に
つ
い
て
は
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」

の
「
妙
楽
之
判
以
別
接
通
、
他
人
絶
無
此
接
義
」
と
い
う
文
を
引
き
、
被
接
が
応

用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
で
は
、
仮
に
円
珍
が
被
接
を

応
用
的
に
用
い
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
背

景
が
あ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
『
法
華
論
記
』
は
円
珍
が
在
唐
中

（
八
五
三―

八
五
八
）
に
撰
述
を
は
じ
め
、
最
終
的
な
修
治
は
帰
朝
後
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が

 ８

、
一
方
の
『
授
決
集
』
は
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
に
弟
子
の

良
勇
（
八
五
四―

九
二
三
）
の
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の

で
 ９

、
成
立
の
時
期
が
大
幅
に
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
『
授
決
集
』
の
記
述
を
も
っ

て
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
傾
向
も
合
わ
せ
て
論
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
検
討
の

余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
被
接
を
中
心
に
取
り
扱
う
『
授
決
集
』
の
「
別
接
通
決
第

三
十
九
」
に
説
か
れ
る
別
接
通
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
論
の
中
心
と
な
る
被
接
の
説
を
整
理
す
る
。
次
に
、

円
珍
以
前
の
日
本
天
台
に
お
け
る
被
接
と
そ
れ
に
関
連
す
る
教
説
の
解
釈
と
受
容
を

検
討
す
る
。
そ
し
て
、
円
珍
『
法
華
論
記
』
と
『
授
決
集
』
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決

第
十
二
」
・
「
別
接
通
決
第
三
十
九
」
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
円
珍
の
著
述
の
中
で

被
接
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
日
本
天
台
に
お
け
る
良
源
『
被
接
義
私
記
』
以
前
の
被
接
に
対
す
る
解
釈

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　

天
台
教
学
に
お
け
る
被
接
に
つ
い
て

　

天
台
教
学
で
は
、
教
え
の
内
容
を
蔵
通
別
円
の
四
教
で
分
類
し
て
お
り
、
四
教
そ

れ
ぞ
れ
に
証
果
や
諦
、
行
位
、
断
惑
な
ど
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
四
教
そ

れ
ぞ
れ
に
証
果
が
立
て
ら
れ
て
い
て
も
、
蔵
通
別
の
三
教
の
証
果
は
あ
く
ま
で
教
え

と
し
て
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
至
る
行
者
は
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
「
三
教
果
頭
有
教
無
人
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る

 10

。
す
な
わ
ち
、

証
果
に
関
し
て
は
、
最
終
的
に
円
教
に
至
ら
な
け
れ
ば
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
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め
、
蔵
通
別
の
三
教
か
ら
円
教
に
至
る
た
め
の
説
が
立
て
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

本
稿
で
取
り
扱
う
被
接
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
蔵
通
別
円
の
四
教
を
前
提
に
し
て
い

る
説
で
あ
る
。

　

被
接
の
成
立
は
、
地
論
学
派
を
は
じ
め
と
す
る
天
台
に
先
行
す
る
学
派
か
ら
の

影
響
が
考
え
ら
れ

 11

、
智
顗
の
段
階
で
は
簡
略
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
 12

。
智
顗
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
四
教
義
』
の
記
述
か
ら
成
立
初
期
の
段

階
で
は
通
教
の
菩
薩
が
別
教
に
至
る
別
接
通
の
み
が
立
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

り
、
灌
頂
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
『
法
華
玄
義
』
の
記
述
か
ら
通
教
の
菩
薩
が
円
教

に
至
る
円
接
通
と
別
教
の
菩
薩
が
円
教
に
至
る
円
接
別
が
後
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

 13

。

　

被
接
に
関
す
る
記
述
は
智
顗
や
灌
頂
の
著
作
に
散
見
さ
れ
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
記

述
は
智
顗
説
灌
頂
記
の
『
法
華
玄
義
』
と
『
摩
訶
止
観
』
に
確
認
で
き
る
。
『
法
華

玄
義
』
で
は
別
接
通
・
円
接
通
・
円
接
別
の
三
被
接
が
説
か
れ
る
一
方
で
、
『
摩
訶

止
観
』
に
は
別
接
通
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
通
り
で
あ
る

 14

。

　

『
法
華
玄
義
』
で
は
境
妙
の
二
諦
と
三
諦
を
説
く
箇
所
を
中
心
に
三
被
接
が
示
さ

れ
て
い
る
。
二
諦
の
箇
所
で
は
、
蔵
通
別
円
の
四
教
と
別
接
通
・
円
接
通
・
円
接
別

か
ら
な
る
七
種
の
二
諦
が

 15

、
三
諦
の
箇
所
で
は
中
道
第
一
義
諦
を
明
ら
か
に
し
な

い
蔵
教
と
通
教
を
除
い
て
、
五
種
の
三
諦
が
説
か
れ
る

 16

。
こ
の
う
ち
、
七
種
二
諦

を
略
説
す
る
箇
所
と
そ
れ
に
続
く
問
答
に
お
い
て
、

七
種
二
諦
広
説
如
レ

前
。
略
説
者
、
界
内
相
即
不
相
即
、
界
外
相
即
不
相
即
四

種
二
諦
也
。
別
接
通
五
也
。
円
接
通
六
也
。
円
接
別
七
也
。
問
。
何
不
レ

接

二

三
蔵
一

。
答
三
蔵
是
界
内
不
相
即
。
小
乗
取
レ

証
根
敗
之
士
故
不
レ

論
レ

接
。
余

六
是
摩
訶
衍
門
。
若
欲
二

前
進
一

亦
可
レ

得
レ

去
。
是
故
被
接
。
問
若
不
レ

接
亦
不

レ

会
。
答
接
義
非
二

会
義
一

。
未
レ

会
之
前
不
レ

論
二

被
接
一

 17

。

と
、
蔵
教
で
は
被
接
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
白
に
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
法

華
玄
義
』
で
は
、
被
接
が
な
さ
れ
る
の
は
大
乗
で
あ
り
、
小
乗
で
あ
る
蔵
教
に
は
開

会
（
会
義
）
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
被
接
を
論
じ
る
こ
と
は
な
い
と
説
か
れ
て
お

り
、
機
根
の
上
で
の
違
い
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

 18

。

　

一
方
、
『
摩
訶
止
観
』
に
お
い
て
は
別
接
通
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
『
法
華

玄
義
』
と
異
な
り
、
被
接
が
な
さ
れ
る
構
造
が
細
か
く
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
の
「
偏
円
」

 19

に
お
け
る
権
実
を
明
か
す
箇
所
で
、
別
接
通

だ
け
が
説
か
れ
る
理
由
と
行
位
お
よ
び
諦
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
答
に
よ
っ
て

示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

問
。
為
二

一
実
一

施
二

三
権
一

。
唯
有
二

四
種
止
観
一

。
若
以
レ

別
接
レ

通
止
観
者
、

為
レ

権
為
レ

実
。
復
何
意
不
レ

預
二

四
数
一

。
何
意
但
言
レ

接
レ

通
。
何
位
被
レ

接
。

接
二

入
何
位
一

 20

。

と
。
ま
ず
、
一
実
（
円
教
）
を
説
く
た
め
に
仮
に
三
権
（
蔵
通
別
）
を
説
い
て
お

り
、
そ
の
た
め
四
種
の
止
観
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
場
合
は
別
教
に
よ
っ
て
通
教
を
接
す
止
観
は
権
実
の
ど
ち
ら
で
あ
る
の
か
、
な
ぜ

接
が
四
教
全
体
に
関
わ
ら
な
い
の
か
、
な
ぜ
通
教
だ
け
を
接
す
の
か
、
接
せ
ら
れ
る

位
と
接
入
し
て
い
く
位
は
ど
こ
か
、
と
い
う
点
か
ら
問
難
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に

対
し
て
、

答
。
接
得
レ

入
レ

教
此
則
属
レ

権
。
接
得
レ

入
レ

証
此
則
属
レ

実
也
。
四
教
論
二

其

始
終
一

接
但
終
而
無
レ

始
。
故
不
レ

入
二

四
数
一

。
諸
教
皆
接
亦
応
レ

有
レ

之
、

此
義
不
レ

用
者
、
二
教
明
二

界
内
理
一

、
二
教
明
二

界
外
理
一

。
両
処
交
際
須
レ

安
二

一
接
一

、
故
但
以
レ

別
接
レ

通
。
若
斉
レ

通
為
レ

言
不
レ

論
レ

破
二

無
明
一

、
八
地

名
二

支
仏
地
一

、
従
レ

此
被
レ

接
知
レ

有
二

中
道
一

。
九
地
伏
二

無
明
一

、
十
地
破
二
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無
明
一

。
即
名
為
レ

仏
。
但
一
品
破
、
那
得
二

是
極
一

。
故
知
レ

接
二

入
別
一

也
。

若
望
二

別
教
一

是
入
二

初
地
位
行
一

也
。
若
就
レ

諦
論
レ

接
者
、
通
教
真
諦
空
中
合

論
。
従
レ

初
已
来
但
観
二

真
中
之
空
一

、
破
二

見
思
惑
一

尽
到
二

第
八
地
一

、
方
為

説
二

真
内
之
中
一

。
故
云
三

智
者
見
二

空
及
与
不
空
一

。
被
レ

接
方
聞
、
聞
已
見
レ

理
、
即
是
入
二

別
位
一

也
。
三
蔵
菩
薩
明
レ

位
不
レ

爾
。
故
不
レ

論
レ

接
。
別
円
発

心
已
知
二

中
道
一

更
将
二

何
接
一

。
故
知
接
但
在
レ

通
也

 21

。

　

ま
ず
、
権
実
に
関
し
て
は
、
接
し
て
教
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
権
、
証
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
実
に
属
す
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
次
に
、
諸
教
に
お
け
る
接
の

可
能
性
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
別
教
だ
け
が
通
教
を
接
す
る
理
由
を
三
界

内
と
三
界
外
の
関
係
か
ら
示
さ
れ
る
。
蔵
通
の
二
教
は
三
界
内
の
理
を
、
別
円
の
二

教
は
三
界
外
の
理
を
明
か
し
て
お
り
、
三
界
内
と
三
界
外
が
ま
じ
わ
る
こ
と
を
一
つ

の
接
に
よ
っ
て
立
て
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
別
を
も
っ
て
通
を
接
す
る
（
別
接
通
）

こ
と
だ
け
を
説
く
の
で
あ
る
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
通
教
に
か
ぎ
る

の
で
あ
れ
ば
無
明
を
断
じ
る
こ
と
を
論
じ
な
い
。
し
か
し
第
八
地
の
支
仏
地
に
接
せ

ら
れ
て
中
道
第
一
義
諦
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
、
通
教
の
第
九
地
で
無
明
を

伏
し
、
第
十
地
で
無
明
を
断
じ
る
が
、
あ
く
ま
で
一
品
の
無
明
を
断
じ
た
だ
け
で
あ

り
窮
極
的
な
仏
果
で
は
な
い
の
で
、
別
教
に
接
入
し
て
い
く
。
接
入
し
て
い
く
位

は
、
別
教
の
初
地
に
な
る
と
し
て
い
る
。
次
に
、
諦
に
つ
い
て
論
じ
た
場
合
は
、
通

教
の
真
諦
は
空
諦
に
中
諦
が
合
わ
せ
て
示
さ
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
段

階
で
は
、
空
諦
を
観
じ
る
だ
け
で
あ
り
、
見
思
惑
を
断
じ
て
第
八
地
に
至
り
、
そ
こ

で
は
じ
め
て
真
諦
の
な
か
に
中
諦
が
説
か
れ
る
。
接
入
さ
れ
て
初
め
て
こ
の
こ
と
を

聞
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
理
を
み
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
別
教
に
至
る
の
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。
ま
た
、
三
蔵
の
菩
薩
は
行
位
の
あ
り
か
た
が
異
な
る
の
で
被
接
を
論
じ
る

こ
と
は
な
く
、
別
教
と
円
教
は
初
発
心
の
時
か
ら
中
道
を
知
っ
て
い
る
た
め
、
再
度

被
接
が
説
か
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
通
教
だ
け
に
被
接
が
説
か
れ
て
い
る
と
し

て
い
る
。

　

な
お
、
行
位
に
関
し
て
は
『
摩
訶
止
観
』
巻
六
下
に
お
い
て
中
観
を
修
し
中
観
に

よ
っ
て
証
す
別
接
通
の
位
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
若
別
接
通
者
、
七
地
論
レ

修

八
地
論
レ

証
 22

」
と
、
第
七
地
で
修
し
、
第
八
地
で
証
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
摩
訶
止
観
』
で
は
被
接
が
な
さ
れ
る
の
は
通
教
の
第
八
地
で
あ

り
、
真
諦
の
な
か
に
空
諦
だ
け
で
な
く
中
諦
が
あ
る
こ
と
を
さ
と
る
こ
と
で
別
教
の

初
地
に
接
せ
ら
れ
て
い
く
と
い
う
被
接
の
構
造
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
湛
然
の
注

釈
で
は
被
接
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
補
足
が
な
さ
れ
る
。
ま
ず
、
湛
然
『
止
観
輔
行

伝
弘
決
』
巻
三
之
四
で
は
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
の
諸
教
で
の
接
の
可
能
性
に
つ

い
て
、諸

教
下
答
二

第
三
問
一

。
玄
文
具
明
二

以
レ

円
接
レ

通
以
レ

円
接
一
レ

別
。
彼
約
二

教

道
一

。
於
二

教
道
中
一

或
以
二

権
教
一

接
レ

権
、
或
以
二

実
教
一

接
レ

権
。
今
但
約
二

教

所
詮
理
辺
一

。
但
以
二

権
理
一

被
二

実
理
接
一

於
レ

義
略
足
。
是
故
但
云
二

内
外
交

際
一

須
レ

立
二

一
接
一

。
余
如
レ

前
弁

 23

。

と
い
い
、
『
法
華
玄
義
』
に
説
か
れ
る
円
接
通
・
円
接
別
は
教
道
の
立
場
か
ら
示
さ

れ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
摩
訶
止
観
』
で
は
教
え
を
あ
ら
わ
す
言

葉
で
は
な
く
、
義
理
内
容
を
説
く
所
詮
の
理
に
よ
る
立
場
か
ら
別
接
通
の
み
を
説
く

と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
三
之
四
の
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
の
「
通
教

に
か
ぎ
る
」
以
降
の
文
で
の
注
釈
と
「
第
九
地
で
無
明
を
伏
す
る
」
以
降
の
文
の
注

釈
が
、
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
。

若
斉
下
答
二

第
四
問
一

。
八
地
方
接
。
此
拠
二

下
根
一

。
九
地
下
答
二

第
五
問
一

。

従
二

下
根
一

来
多
至
二

初
地
一

。
中
上
入
者
此
即
不
定
。
又
案
位
入
則
在
二

地
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前
一

。
勝
進
入
者
則
至
二

初
地
一

。
言
二

九
地
伏
十
地
破
一

者
、
仍
レ

本
立
レ

名
名

二

九
十
地
一

。
入
二

別
円
教
一

、
応
云
二

初
地
及
以
初
住
一

 24

。

　

す
な
わ
ち
、
第
八
地
に
お
い
て
被
接
が
な
さ
れ
る
の
は
下
根
の
者
で
あ
り
、
多
く

は
別
教
の
初
地
に
至
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
根
と
上
根
の
行
者
が
至
る
別
教
の
位

は
不
定
で
あ
り
、
案
位
（
位
を
お
さ
え
と
ど
め
る
）
入
で
あ
れ
ば
地
前
、
勝
進
（
勝

れ
た
方
に
進
む
）
入
で
あ
れ
ば
初
地
に
至
る
。
そ
し
て
、
行
者
が
無
明
を
第
九
地
に

伏
し
第
十
地
で
破
す
の
は
通
教
に
よ
っ
た
場
合
で
あ
り
、
行
者
は
別
教
と
円
教
の
初

地
と
初
住
に
入
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
上
中
下
の
三
根
の
具
体
的
な
行
位
は
、
『
止

観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
六
之
四
に
お
け
る
『
摩
訶
止
観
』
巻
六
下
の
「
第
七
地
に
修
を

論
じ
第
八
地
に
証
を
論
じ
る
」
文
と
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
の
「
第
八
地
に
中
道
を

聞
き
、
第
九
地
で
無
明
を
伏
し
、
第
十
地
で
無
明
を
破
し
て
仏
と
な
す
」
文
と
の
不

同
が
問
わ
れ
る
箇
所
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

初
明
二

通
教
以
レ

別
接
一

者
、
方
乃
得
レ

云
二

七
地
論
レ

修
八
地
論
一
レ

証
。
問
。
第

三
卷
明
二

別
接
通
一

中
、
何
故
乃
云
下

八
地
聞
二

中
道
一

、
九
地
伏
二

無
明
一

、
十

地
破
二

無
明
一

、
方
得
上
レ

名
レ

為
レ

仏
。
以
二

何
義
一

故
、
与
レ

此
不
同
。
答
。
始

従
二

四
地
一

終
至
二

九
地
一

咸
受
二

接
名
一

。
三
根
不
レ

同
故
位
不
レ

等
。
四
地
爲
レ

上
六
七
爲
レ

中
八
九
爲
レ

下
。
文
従
レ

中
説
故
云
二

七
地
一

。
前
為
レ

銷
レ

経
故
従
レ

下
説
。
故
大
品
云
、
十
地
菩
薩
為
レ

如
レ

仏
。
経
従
レ

下
者
其
位
定
故
。
故
諸
経

論
多
従
レ

下
説
。
言
レ

如
レ

仏
者
、
通
第
十
地
名
為
二

仏
地
一

。
被
接
之
人
能
破
二

無
明
一

。
無
明
破
已
、
如
二

彼
仏
地
一

同
得
二

八
相
一

。
故
名
為
レ

如
 25

。

と
あ
る
よ
う
に
、
第
四
地
か
ら
第
九
地
ま
で
の
間
で
被
接
が
お
こ
る
と
説
か
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
第
四
地
と
第
五
地
を
上
根
、
第
六
地
と
第
七
地
を
中
根
、
第
八
地

と
第
九
地
を
下
根
と
し
て
い
る

 26

。

　

ま
た
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
三
之
三
で
は
、
乾
慧
地
や
性
地
よ
り
別
教
や
円

教
に
至
る
行
者
は
被
接
に
相
当
し
な
い
と
も
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

若
従
二

乾
慧
性
地
一

来
者
、
亦
不
レ

名
レ

接
。
義
同
二

三
蔵
初
後
心
一

故
。
故
四
念

処
云
、
通
有
二

三
種
一

。
一
者
因
果
倶
通
、
即
通
教
是
。
二
者
因
通
而
果
非
レ

通
、
即
被
接
者
是
。
三
者
通
レ

別
通
レ

円
、
即
是
別
円
。
用
二

於
通
教
一

而
為
二

方

便
一

。
但
成
二

別
円
因
果
人
一

也
。
是
故
菩
薩
拠
レ

位
雖
レ

同
、
乾
慧
性
地
観
慧
猶

劣
。
是
故
亦
復
不
レ

受
二

接
名
一

 27

。

と
い
い
、
『
四
念
処
』
巻
二
の
文

 28

を
も
と
に
、
因
果
の
点
か
ら
通
教
に
関
わ
る
三

種
の
行
者
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
種
の
行
者
と
は
、
い
わ
ゆ
る

因
と
果
が
全
て
通
の
通
教
の
行
者
、
因
が
通
で
果
が
通
で
は
な
い
被
接
を
す
る
行

者
、
通
教
を
方
便
と
し
て
示
し
実
際
の
因
と
果
が
別
教
ま
た
は
円
教
で
あ
る
行
者
を

い
う

 29

。

　

な
お
、
被
接
と
は
別
に
別
教
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
『
法
華
玄
義
』

 30

や
『
摩
訶

止
観
』

 31

な
ど
に
お
い
て
円
教
と
証
道
が
同
じ
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
特
に
、
別
教

の
初
地
は
円
教
の
初
住
に
あ
た
り
、
菩
薩
は
円
教
の
位
を
進
ん
で
行
き
、
別
教
の
第

二
地
以
降
は
た
だ
教
が
あ
る
だ
け
で
、
実
際
に
位
を
登
る
者
が
い
な
い
と
す
る
説

（
有
教
無
人
）
が
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
別
教
の
菩
薩
は
被
接
が
立
て
ら
れ
な

く
と
も
、
円
教
に
い
た
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
被
接
に
関
し
て
は
『
法
華
玄
義
』
で
は
二
諦
や
三
諦
の
関
係
を

中
心
に
別
接
通
・
円
接
通
・
円
接
別
の
三
被
接
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
摩
訶
止
観
』
で
は
諦
や
行
位
、
因
と
果
、
界
内
と
界
外
の
関
係
な
ど
か
ら
別
接
通

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
湛
然
に
よ
っ
て
『
法
華
玄
義
』
に

説
か
れ
る
円
接
通
・
円
接
別
は
あ
く
ま
で
教
え
の
上
で
の
み
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
の
解
釈
が
示
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
し
て
、
『
摩
訶
止
観
』
で
説
か
れ
る
別
接
通
こ
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そ
、
所
詮
の
理
の
立
場
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
る
。
特
に
、
被

接
が
な
さ
れ
る
通
教
の
行
位
と
別
教
に
至
っ
た
場
合
の
行
位
が
『
摩
訶
止
観
』
に

よ
っ
て
広
く
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
い
わ
ゆ
る
初
期
日
本
天

台
に
お
い
て
被
接
を
は
じ
め
円
教
に
至
る
教
説
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
を
章
を
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

二
　

円
珍
以
前
の
被
接
と
関
連
す
る
円
教
へ
至
る
教
説
に
つ
い
て

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
天
台
教
学
で
は
円
教
で
な
け
れ
ば
仏
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
円
教
に
至
る
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
湛
然
『
止
観
輔
行
伝

弘
決
』
巻
三
之
四
で
も
確
認
で
き
た
よ
う
に
、
章
疏
ご
と
に
異
な
る
記
述
を
い
か

に
理
解
す
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
日
本
天
台
に
お
い
て
も
、
最
澄
（
七
六
六
／

七
六
七―

八
二
二
）
問
道

（―

七
六
六―
八
〇
五―

）
決
義
（
最
澄
が
問
い
道

が
義
を
決
し
た
）
『
天
台
宗
未
決
』
に
「
一
有
下

別
教
菩
薩
登
二

二
地
已
上
一

廻
中

入
円

位
上

乎
」
と
「
二
通
教
第
十
地
菩
薩
廻
二

入
円
教
何
位
一

」
の
二
問
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

別
教
や
通
教
か
ら
円
教
に
至
る
説
の
解
釈
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
問
に
お
け
る
最
澄
の
問
と
道

の
答
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
。
最
澄
問
曰
。
別
教
菩
薩
三
賢
位
究
竟
。
入
二

初
地
一

時
即
迴
二

入
円
教
初
住

一

。
更
不
レ

渉
二

二
地
三
地
一＜

云
云＞

。
今
所
レ

疑
、
若
有
下

別
教
菩
薩
登
二

二
地

乃
至
十
地
及
等
覚
位
一

迴
中

入
円
教
位
上

乎
。
座
主
答
曰
。
大
師
教
中
有
二

其
二
説

一

。
一
者
教
道
説
、
二
者
証
道
説
。
別
人
初
地
即
是
初
住
、
以
二

証
道
同
一

故
。
更

無
二

二
三
等
地
一

也
。
此
約
二

証
道
一

説
也
。
教
道
説
者
、
為
下

有
二

一
分
機
縁
一

宜
レ

聞
中

浅
深
隔
歴
不
融
之
法
上

。
則
説
二

十
地
深
浅
一

。
証
位
各
異
。
下
地
不
レ

知
二

上

地
功
徳
一

。
但
有
二

教
道
一

、
無
レ

人
也

 32

。

　

ま
ず
最
澄
の
問
で
は
、
別
教
菩
薩
が
初
地
に
至
る
と
円
教
の
初
住
に
廻
入
し
て
、

別
教
の
第
二
地
や
第
三
地
に
至
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
説
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
仮
に
行
者
が
別
教
の
第
二
地
か
ら
第
十
地
、
等
覚
位
に
進
ん
だ
場
合
、
円
教

の
位
に
廻
入
す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

す
る
座
主
（
道

）
の
答
で
は
、
教
道
と
証
道
の
立
場
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
別
教
の
初
地
が
円
教
の
初
住
で
あ
る
と
い
う
の
は
証
道
が
同
じ
で
あ
る

か
ら
で
あ
り
、
別
教
の
第
二
地
以
降
に
進
む
可
能
性
は
な
い
、
と
い
う
説
は
証
道
の

立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
初
地
以
降
の
位
は
教
道
の
立
場
か
ら
立

て
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
に
行
者
は
い
な
い
。
最
澄
が
問
の
箇
所
で
最
初
に
示

す
説
と
道

の
答
は
、
先
述
し
た
『
摩
訶
止
観
』
の
別
教
と
円
教
の
証
道
を
同
じ
と

す
る
説

 33

を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

同
様
に
、
第
二
の
問
答
が
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
。

二
。
最
澄
問
曰
。
通
教
第
十
地
者
名
二

仏
地
一

。
若
到
二

此
地
菩
薩
一

。
迴
二

入
円

教
何
位
一

乎
。
座
主
答
曰
。
此
菩
薩
入
有
二

二
種
一

。
一
接
二

入
円
一

。
先
既
得
レ

空
。
発
二

此
心
一

時
、
若
破
二

塵
沙
一

、
位
在
二

十
信
一

。
若
破
二

無
明
一

、
即
入
二

初

住
一

。
雖
二

是
円
解
一

麁
垢
先
落
。
故
如
レ

此
也
。
若
至
二

法
華
一

以
二

開
顕
一

即
并

入
二

初
住
一

。
故
云
二

汝
等
所
レ

行
是
菩
薩
道
一

也
 34

。

　

ま
ず
、
通
教
の
第
十
地
は
仏
地
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
仮
に
第
十
地
に
至
っ

た
菩
薩
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
円
教
の
い
ず
れ
の
位
に
廻
入
す
る
の
か
、
と
い
う
問

が
最
澄
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
座
主
の
答
で
は
、
二
種
の
立
場
か
ら

廻
入
す
る
位
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
円
教
に
接
入
す
る
に
あ
た
り
、
塵
沙

惑
を
断
じ
た
の
で
あ
れ
ば
十
信
に
、
無
明
惑
を
断
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
初
住
に
接

す
る
。
こ
れ
は
円
教
に
お
け
る
理
解
で
あ
り
、
麁
垢
を
先
に
落
と
す
よ
う
な
も
の
で

あ
る
と
説
か
れ
て
い
る

 35

。
も
う
一
方
は
、
『
法
華
経
』
が
説
か
れ
る
時
に
至
れ
ば

開
顕
に
よ
っ
て
初
住
に
入
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

 36

。
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基
本
的
に
、
『
摩
訶
止
観
』
や
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
教
説
に
則
る
の
で
あ
れ

ば
、
教
は
あ
っ
て
も
実
に
は
行
者
が
い
な
い
三
教
果
頭
有
教
無
人
の
点
か
ら
解
決
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
問
答
の
答
の
よ
う
に
、
通
教
よ
り
円
教
に

至
る
解
釈
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
円
教
に
至
る
教
説
は
早
い
時
期
か
ら
関
心
が
払
わ
れ
て
い
た
。
な

お
、
被
接
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
確
認
で
き
る
の
は
、
義
真
（
七
八
一―

八
三
三
）
『
天
台
法
華
宗
義
集
』
で
あ
る
。
被
接
に
関
す
る
記
述
は
、
四
教
義
と
二

諦
義
の
箇
所
に
あ
る
。
四
教
義
に
お
い
て
は
、
簡
略
で
あ
る
が
通
教
を
論
じ
る
箇
所

で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

問
。
若
被
二

別
円
接
一

為
二

何
位
一

耶
。
答
。
若
証
二

中
道
一

成
二

別
教
初
地
、
円
教

初
住
一

也
 37

。
　

　

通
教
に
お
い
て
別
教
と
円
教
の
接
を
被
る
と
、
別
教
の
初
地
と
円
教
の
初
住
に
至

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下

 38

を
も
と
に
し

て
い
る
記
述
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
被
接
が
お
こ
る
位
に
関
し

て
は
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
二
諦
義
の
箇
所
に
は
『
法
華
玄
義
』
や
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
を
も
と
に
す

る
箇
所
が
あ
る
。
二
諦
義
で
は
、
『
法
華
玄
義
』
巻
二
下
の
七
種
二
諦
の
文
が
引
用

さ
れ
た
後
、
問
答
体
で
『
法
華
玄
義
』
と
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
の
文
を
も
と
に
次
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

問
。
何
故
有
二

此
七
種
二
諦
一

耶
。
答
。
仏
於
二

七
機
一

曲
開
二

七
重
一

。
問
。
其
七

重
何
耶
。
答
。
玄
釈
籤
云
、
一
蔵
、
二
通
、
三
別
接
通
、
四
円
接
通
、
五
別
、
六

円
接
別
、
七
円
。
問
。
既
是
四
教
。
何
故
成
レ

七
。
答
。
使
二

仏
本
懐
暢
一

使
二

物

宿
種
遂
一

。
問
。
別
接
通
、
円
接
通
、
円
接
別
意
如
何
耶
　

答
。
若
止
観
中
為
レ

成
二

理
観
一

。
但
以
二

界
外
理
一

接
二

界
内
理
一

。
問
。
何
故
如
レ

是
　

答
。
蔵
通
両

教
明
二

界
内
理
一

。
別
円
二
教
明
二

界
外
理
一

。
通
別
両
教
即
是
両
理
之
交
際
。
是

故
但
明
二

別
接
通
一

耳
　

問
。
准
二

此
義
但
一
接
一

。
何
故
玄
義
立
二

三
接
一

耶
。

答
。
前
六
二
諦
仍
存
二

教
道
一

於
二

法
華
前
一

逗
二

彼
権
機
一

。
故
有
二

円
接
通
別
二

義
一

。
問
。
何
不
レ

接
二

三
蔵
一

。
答
。
三
蔵
是
界
内
不
二

相
即
一

。
小
乗
取
レ

証
故

不
レ

論
レ

接
。
余
六
是
摩
訶
衍
。
若
欲
二

前
進
一

亦
可
レ

得
レ

去
。
是
故
被
接
。
問
。

若
不
レ

接
亦
不
レ

会
。
答
。
接
義
非
二

会
義
一

。
故
未
レ

会
之
前
不
レ

論
二

被
摂
一

。

問
。
七
重
二
諦
後
五
種
者
義
已
含
レ

三
。
何
故
名
二

二
諦
一

耶
。
答
。
雖
二

義
含
一
レ

三
猶
二
諦
摂
也
。
問
。
義
含
レ

三
者
何
等
。
答
。
幻
有
即
俗
。
空
即
是
真
。
本
空

是
中
。
問
。
是
中
与
レ

空
摂
二

何
諦
一

耶
。
答
。
若
合
在
二

俗
諦
一

即
如
二

別
教
一

名

含
レ

真
入
二

俗
二
諦
一

。
若
合
入
二

真
諦
一

如
二

別
円
入
レ

通
名
二

含
中
入
真
二
諦
一

。

円
教
即
名
二

不
思
議
真
俗
一

。
細
得
二

此
意
一

尋
レ

名
釈
レ

義
不
レ

失
二

毫
微
一

 39

。

　

こ
の
箇
所
で
は
、
『
法
華
玄
義
』
の
七
種
二
諦
に
対
す
る
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
に

よ
る
四
教
と
三
被
接
の
配
当
と
、
『
摩
訶
止
観
』
で
別
接
通
の
み
が
説
か
れ
、
『
法

華
玄
義
』
で
別
接
通
だ
け
で
な
く
円
接
通
・
円
接
別
が
説
か
れ
る
理
由
、
蔵
教
が
被

接
を
し
な
い
理
由
、
七
種
二
諦
の
後
に
五
種
三
諦
が
説
か
れ
る
理
由
等
が
示
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
『
法
華
玄
義
』
と
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
の
文
に
基
づ
い
て
お

り
 40

、
新
た
な
解
釈
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
被
接
に
対
す
る
独
自
の
解
釈
は
確
認
で
き
な
い
が
、
『
天
台

法
華
宗
義
集
』
が
撰
述
さ
れ
た
頃
の
日
本
天
台
で
は
『
法
華
玄
義
』
と
『
摩
訶
止

観
』
、
湛
然
の
注
釈
書
を
中
心
に
、
被
接
の
説
が
理
解
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う

 41

。

三
　

円
珍
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
被
接

　

円
珍
『
法
華
論
記
』
は
、
智
顗
説
灌
頂
記
の
『
法
華
文
句
』
や
湛
然
『
法
華
文
句
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記
』
、
智
度
『
法
華
経
疏
義
纘
』
な
ど
に
よ
る
世
親
『
法
華
論
』
の
解
釈
を
も
と
に

し
な
が
ら
、
『
法
華
論
』
を
注
釈
し
て
い
る

 42

。
ま
た
、
吉
蔵
（
五
四
九―

六
二
三
）

や
基
（
六
三
二―

六
八
二
）
に
よ
る
『
法
華
論
』
の
解
釈
を
批
判
す
る
箇
所
や

 43

、
天

台
教
学
に
基
づ
き
な
が
ら
円
珍
に
よ
っ
て
踏
み
込
ん
だ
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
池
田
［
一
九
七
八
Ａ
］
に
よ
っ
て
円
珍
の
『
法
華
論

記
』
に
被
接
の
記
述
が
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
天
台
教
学
を
も
と
に

解
釈
す
る
以
上
、
被
接
を
は
じ
め
と
し
た
天
台
の
教
説
が
『
法
華
論
記
』
に
確
認
で

き
る
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
で
は
、
『
法
華
論
記
』
に
説
か
れ
る
被
接
は
、

池
田
［
一
九
七
八
Ａ
］
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
自
在
な
応
用
面
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
本
節
で
は
、
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
中
心
に
『
法
華
論

記
』
に
お
け
る
被
接
の
記
述
を
確
認
し
て
い
く
。

　

池
田
［
一
九
七
八
Ａ
］
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
被
接
が
説
か
れ
る
箇
所
は
、
お
そ

ら
く
『
法
華
論
記
』
巻
一
末
の
、
第
八
地
に
無
功
用
に
入
る
こ
と
を
四
教
に
基
づ
き

な
が
ら
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
る
箇
所
で
あ
る
。
該
当
箇
所
は
次
の
記
述
か
ら
は
じ

ま
る
。
す
な
わ
ち
、

今
釈
、
第
八
地
入
二

無
功
用
一

、
義
通
二

融
疑
滞
一

。
世
人
未
レ

会
二

四
教
一

。
又
迷

二

接
義
一

。
徒
立
二

二
種
菩
薩
一

未
レ

会
二

如
来
玄
旨
一

。
言
二

二
種
菩
薩
一

者
、
一
智

増
上
菩
薩
、
二
悲
増
上
菩
薩
。
智
増
菩
薩
従
二

初
歓
喜
地
一

入
二

無
功
用
位
一

。
悲

増
菩
薩
至
二

第
八
地
一

入
二

無
功
用
一

。
何
以
故
智
増
菩
薩
自
行
為
レ

先
早
断
二

煩

悩
一

。
故
従
二

初
地
一

得
レ

入
二

無
功
用
一

。
悲
増
菩
薩
化
他
為
レ

先
故
留
二

惑
累
一

至

二

不
動
地
一

方
乃
断
レ

惑
入
二

無
功
用
一

。
故
諸
経
論
説
初
地
証
皆
拠
二

智
増
説
一

。

八
地
入
拠
二

悲
増
上
一＜

已
上
人
語＞

 44

。

と
あ
る
。
円
珍
は
第
八
地
に
無
功
用
に
入
る
こ
と
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、

世
の
人
（
天
台
宗
以
外
の
人
）
が
四
教
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
「
接
義
に
迷
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
被
接
（
接
義
）
を
用
い
て
お
ら

ず
、
い
た
ず
ら
に
智
増
・
悲
増
の
二
種
菩
薩
を
も
っ
て
会
通
を
試
み
て
い
る
点
を

「
如
来
の
玄
旨
を
会
さ
ず
」
と
批
判
し
て
い
る
。
割
注
「
已
上
人
語

 45

」
と
し
て
立

て
ら
れ
る
智
増
菩
薩
と
悲
増
菩
薩
の
説
は
、
基
の
『
成
唯
識
論
述
記
』
な
ど
に
説
か

れ
る

 46

。
智
増
菩
薩
は
、
自
ら
の
行
を
先
に
お
こ
な
い
、
速
や
か
に
煩
悩
を
断
じ
て

初
歓
喜
地
で
無
功
用
に
入
る
。
一
方
、
悲
増
菩
薩
は
利
他
を
優
先
し
、
煩
悩
を
留
め

て
第
八
地
の
不
動
地
で
無
功
用
に
入
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
経
論
に
説
か
れ
る
初
地

と
第
八
地
で
無
功
用
に
入
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
智
増
菩
薩
と
悲
増
菩
薩
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
「
已
上
人
語
」
の
後
の
「
今
謂
」
の
箇
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
智
増
菩
薩

と
悲
増
菩
薩
の
説
に
対
し
て
、

今
謂
、
此
釈
雖
レ

似
レ

通
レ

経
大
以
迷
レ

教
。
竜
樹
天
親
悉
述
二

仏
意
一

。
後
人
無
レ

識
濫
釈
謬
会
。
故
今
示
レ

正
。
夫
仏
説
教
総
有
二

四
階
一

。
謂
蔵
通
別
円
。
即
四

乗
教
也
。
人
暗
二

斯
旨
一

謂
三
経
論
中
無
レ

有
二

四
教
一

。
宛
如
二

身
子
梵
王
異
見

一

。
教
既
四
種
位
地
亦
爾
。
小
乗
蔵
教
七
賢
七
聖
。
通
教
十
地
。
別
教
七
位
。
円

教
六
即
。
若
悟
二

此
趣
一

曾
無
二

疑
滞
一

。
八
地
所
レ

明
灼
然
易
レ

通
。
所
レ

言
八
地

入
二

無
功
用
一

者
此
通
教
第
八
地
矣
。
何
以
知
レ

之
 47

。

と
、
智
増
菩
薩
と
悲
増
菩
薩
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
誤
っ
た
も
の
で
あ
り
、
蔵

通
別
円
の
四
教
に
よ
る
解
釈
こ
そ
が
正
義
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
特
に
、
龍
樹
や

『
法
華
論
』
を
著
し
た
世
親
等
は
仏
意
を
述
べ
て
お
り
、
後
代
の
人
師
は
四
教
を
知

ら
な
い
た
め
、
誤
っ
て
智
増
菩
薩
や
悲
増
菩
薩
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
、
四
教
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
八
地
に
無
功
用
に
入

る
の
は
通
教
の
第
八
地
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に

対
す
る
証
文
と
し
て
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
と
湛
然
『
止
観
輔
行
捜
要
記
』
に
説
か
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れ
る
第
八
地
に
被
接
が
お
こ
る
文
、
湛
然
『
法
華
文
句
記
』
巻
二
中
の
「
通
教
の
地

前
に
お
い
て
位
を
論
じ
る
こ
と
は
な
く
、
別
教
の
行
位
の
名
を
借
り
て
行
位
を
会
通

す
る
」
と
い
う
文

 48

が
引
か
れ
た
後
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
。

謹
准
二

師
宗
一

委
引
通
レ

之
。
今
論
八
地
入
二

無
相
行
一

。
此
約
二

下
根
一

。
通
教
菩

薩
第
八
辟
支
仏
地
侵
二

除
習
気
一

。
如
来
方
説
二

真
諦
空
中
一

。
本
有
二

中
道
不
空

之
理
一

。
聞
已
入
レ

中
也
。
非
三

是
歓
喜
等
十
地
之
中
第
八
不
動
始
入
二

無
相
一

。

若
約
二

通
家
一

指
二

別
初
地
一

以
為
二

八
地
一

。
若
約
二

別
義
一

指
二

通
八
地
一

以
為
二

初
地
一

。
約
二

円
教
位
一

初
発
心
住
為
二

第
八
地
一

。
故
約
二

別
円
両
教
一

永
無
下

八

地
八
住
入
二

無
功
用
一

者
上

。
論
師
応
レ

知
借
二

別
八
地
一

名
二

通
八
地
一

。
即
是
初

偏
後
円
之
人
。
不
レ

知
二

此
理
一

何
為
二

講
説
一

 49

。

　　

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
智
顗
や
湛
然
等
の
説
に
則
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
八
地
に
無

相
行
（
無
相
無
功
用
行
）
に
入
る
の
は
、
通
教
の
下
根
の
立
場
に
あ
た
る
こ
と
が
示

さ
れ
る
。
第
八
地
に
お
い
て
如
来
か
ら
真
諦
の
な
か
に
空
諦
と
中
諦
の
あ
る
こ
と
が

説
か
れ
る
。
な
の
で
、
歓
喜
地
か
ら
は
じ
ま
る
十
地
の
第
八
地
に
無
相
に
入
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
法
華
論
』
で
説
か
れ
る
第
八
地
は
、
通
教
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
別
教
の
初
地
を
指
し
て
第
八
地
と
し
、
別
教
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
通
教

の
第
八
地
を
指
し
て
初
地
と
し
、
円
教
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
初
住
を
指
し
て
第
八
地

に
あ
た
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
別
教
や
円
教
の
立
場
な
ら
、
永
久
に
別
教
の
第
八

地
や
円
教
の
第
八
住
で
無
功
用
に
入
る
者
が
な
い
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
八
地
に
お
い
て
無
功
用
に
入
る
当
時
の
人
師
の
説
を
、
四
教
と

そ
の
行
位
を
前
提
に
し
な
が
ら
斥
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
続
く
形
で
、

問
。
上
引
二

六
祖
釈
一

曰
、
若
言
三

七
地
始
入
二

無
功
用
道
一

此
是
別
教
教
道
。
何

故
今
言
三

別
無
二

此
義
一

 50

。

と
い
い
、
な
ぜ
湛
然
『
法
華
文
句
記
』
巻
二
中

 51

に
説
か
れ
る
「
第
七
地
に
無
功
用
に

入
る
と
す
る
別
教
の
教
道
の
説
」
を
論
じ
な
い
の
か
、
と
い
う
問
難
を
立
て
て
い
る
。

そ
し
て
、

答
。
元
無
二

此
義
一

縱
令
有
レ

之
教
道
権
説
実
無
二

証
入
一

。
故
大
師
曰
、
三
教
果

双
有
レ

教
無
レ

人
。
亦
搜
要
記
曰
、
通
八
地
被
摂
者
、
知
方
乃
得
レ

曰
二

七
地
論
修

八
地
論
証
一

。
故
六
祖
意
一
約
二

別
教
教
道
権
説
一

、
二
約
二

通
家
七
地
論
修
一

。

並
不
レ

相
二

違
大
師
及
経
論
意
一

 52

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
答
え
、
あ
く
ま
で
教
道
の
権
説
で
あ
る
た
め
、
実
に
は
証
入
す
る
こ
と
が
な
い
と

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
に
説
か
れ
る
蔵
通
別

三
教
の
証
果
に
は
教
が
あ
る
の
み
で
人
は
い
な
い
と
す
る
三
教
果
頭
有
教
無
人
の
説

 53

と
、
湛
然
『
止
観
輔
行
捜
要
記
』
巻
六
の
通
教
の
第
七
地
で
修
し
、
第
八
地
で
証
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
八
地
で
被
接
が
な
さ
れ
る

 54

、
と
説
く
文
の
引
用
が
な
さ
れ

る
。
そ
の
上
で
、
第
七
地
に
無
功
用
に
入
る
と
す
る
湛
然
の
見
解
に
二
意
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
『
法
華
文
句
記
』
巻
二
中
に
示
さ
れ
る
「
別
教
教
道
」
の
立

場
、
も
う
一
つ
は
、
『
止
観
輔
行
捜
要
記
』
巻
六
に
示
さ
れ
る
「
通
教
の
第
七
地
で
修

す
る
」
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
相
違
の
う
ち
、
経
論
に
よ
る
文
証
に
関

し
て
の
問
答
が
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、

問
。
師
説
可
レ

爾
。
経
論
別
証
如
何
。
答
。
大
師
依
二

准
大
品
大
論
一

解
二

釈
此
義

一

。
更
不
レ

可
レ

疑
。
故
知
、
往
尋
耳
。
問
。
彼
経
論
中
若
有
二

此
道
理
一

諸
師
合
レ

釈
。
文
不
二

分
明
一

何
以
信
用
。
答
。
三
乘
共
地
出
レ

自
二

大
品
一

。
通
人
八
地
別

人
初
地
円
人
初
住
。
此
三
菩
薩
出
レ

自
二

釈
論
一

。
今
家
引
証
義
如
二

上
説
一

。
諸

師
未
レ

会
咎
有
二

誰
処
一

。
霊
山
聴
法
憶
在
二

於
今
一

。
更
求
二

何
証
一

。
得
道
伝
法

唯
我
大
師
。
事
須
三

伏
膺
学
二

斯
宗
義
一

 55

。
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そ
れ
に
よ
る
と
、
智
顗
は
『
大
品
般
若
経
』
と
『
大
智
度
論
』
に
依
っ
て
解
釈
し

て
お
り
、
三
乗
共
十
地
は
『
大
品
般
若
経
』
に
、
通
教
の
第
八
地
と
別
教
の
初
地
お

よ
び
円
教
の
初
住
の
三
教
の
菩
薩
は
『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
、
天
台
に
よ
る
引
証
の
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
台
の
説

に
誤
り
が
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
更
に
被
接
に
よ
っ
て
『
法
華
論
』
の
「
八
地

者
、
無
功
用
智
不
レ

同
二

下
上
一

故
。
不
レ

同
レ

下
者
、
下
功
用
行
不
レ

能
レ

動
故
。
不
レ

同
レ

上
者
、
上
無
相
行
不
レ

能
レ

動
自
然
而
行
故
」

 56

と
い
う
文
が
次
の
よ
う
に
解
釈

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

今
准
二

被
摂
一

更
釈
二

論
文
一

。
不
同
下
者
、
如
レ

論
可
レ

知
。
不
同
上
者
、
以
二

被

摂
者
八
地
一

入
レ

中
望
二

旧
九
地
一

九
地
為
レ

劣
。
以
二

通
家
一

旧
人
会
不
レ

知
二

中

道
一

故
言
二

不
同
上
一

耳
。
思
レ

之
思
レ

之
 57

。

と
あ
る
。
特
に
、
『
法
華
論
』
の
「
不
同
上
（
上
と
同
じ
で
な
い
）
」
と
は
、
被
接
が

第
八
地
に
お
い
て
空
諦
の
中
に
中
諦
が
あ
る
こ
と
知
り
、
別
教
に
被
接
し
、
そ
の
上

で
元
い
た
通
教
に
お
け
る
第
九
地
に
望
ん
で
第
九
地
を
劣
と
な
す
の
で
あ
る
。
通
教

の
行
者
で
あ
る
旧
人
は
中
諦
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
「
不
同
上
（
上
と
同
じ

で
な
い
）
」
と
い
う
の
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

問
。
爾
論
中
釈
二

九
十
地
一

超
二

勝
八
地
一

。
今
何
為
レ

劣
。
答
。
敷
二

置
地
位
一

節

節
勝
前
是
常
途
義
。
不
レ

足
レ

為
レ

怪
。
今
約
二

被
摂
一

借
レ

後
通
レ

前
前
劣
後
勝
。

委
在
二

上
文
一

。
更
不
レ

可
レ

疑
也

 58

。

と
、
『
法
華
論
』

 59

に
お
け
る
第
九
地
と
第
十
地
を
解
釈
す
る
と
、
第
八
地
よ
り
勝

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
劣
と
さ
れ
る
の
か
、
と
問
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
答
文
で
は
、
行
位
の
一
つ
一
つ
が
前
の
位
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
の
は
常
義

な
の
で
怪
し
む
必
要
性
が
な
い
と
い
う
。
要
す
る
に
、
今
こ
こ
で
は
、
被
接
の
立
場

に
た
っ
て
、
後
の
位
を
借
り
て
前
の
位
に
通
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
前
の
位
が
劣
っ
て

お
り
後
の
位
の
方
が
勝
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
四
教
を
前
提
に
す
る
こ
と
で
、
被

接
の
立
場
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
が
誤
り
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
『
法
華
論
記
』
巻
一
末
の
第
八
地
に
お
い
て
無
功
用
に
入
る
こ

と
を
四
教
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
箇
所
を
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
円
珍
は
確
か

に
四
教
に
よ
る
解
釈
を
正
義
と
し
て
用
い
て
お
り
、
第
八
地
に
無
功
用
に
入
る
あ
り

方
を
二
種
菩
薩
の
内
の
悲
増
菩
薩
と
し
て
解
釈
す
る
人
師
の
説
を
斥
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
特
に
、
『
法
華
論
』
の
文
を
、
被
接
を
も
と
に
し
な
が
ら
解
釈
す
る
と
い
う
の

は
、
あ
る
意
味
で
応
用
的
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
被
接
を
特
別
視
し

て
解
釈
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
あ
く
ま
で
、
四
教
が
仏
意
に
基
づ
い
て
い
る
と
理
解

を
し
た
上
で
、
文
を
解
釈
し
た
と
み
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
『
法
華
論
記
』
の
別
の

箇
所
で
も
確
認
で
き
る

 60

。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
論
記
』
巻
七
本
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

増
寿
変
易
諸
師
声
聞
諍
今
与
通
レ

之
。
大
体
如
レ

上
当
レ

知
。
延
身
入
変
諸
如
斯

言
、
此
通
教
義
。
捨
レ

命
入
レ

灰
。
及
捨
レ

身
入
レ

変
。
多
約
二

三
蔵
声
聞
縁
覚
一

。

得
二

此
大
達
一

莫
レ

迷
二

岐
路
一

。
又
菩
薩
以
レ

誓
故
留
二

有
根
身
一

。
至
二

第
八
地
一

方
断
二

隨
眠
一

、
亦
約
二

通
教
下
根
被
摂
一

。
世
人
未
レ

知
二

四
教
義
一

、
亦
悲
智
強

会
未
レ

成
。
若
依
二

今
家
一

。
一
切
疑
滞
融
銷
如
レ

氷
。
上
来
番
番
多
釈
二

此
義
一

。

恐
人
迷
故
再
三
載
レ

之
。
通
人
知
意
。
上
預
説
レ

文
。
其
義
未
レ

尽
。
言
二

預
設
一

者
、
恐
有
三

大
乗
起
二

乗
同
執
一

耳
 61

。
　
　
　
　

　

こ
こ
で
は
、
変
易
生
死
に
関
す
る
諸
師
の
見
解
を
通
教
の
義
と
判
じ
て
い
る
。
ま

た
、
通
教
の
第
八
地
に
お
い
て
断
惑
を
す
る
こ
と
で
被
接
す
る
あ
り
方
と
、
湛
然
に

よ
る
「
被
接
が
な
さ
れ
る
行
位
を
三
根
で
分
類
す
る
説
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
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第
八
地
で
随
眠
煩
悩
を
断
じ
る
あ
り
方
を
通
教
下
根
の
被
接
の
立
場
か
ら
解
釈
す

る
。
そ
し
て
、
世
の
人
が
四
教
を
知
ら
な
い
点
と
悲
智
（
悲
増
と
智
増
）
に
よ
っ
て

会
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
す
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
被
接
に
関
す
る
解
釈
は
、
四
教
と
『
摩

訶
止
観
』
や
湛
然
の
注
釈
書
な
ど
に
示
さ
れ
る
行
位
や
断
惑
の
記
述
を
踏
ま
え
て
論

じ
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
　

円
珍
『
授
決
集
』
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
に
お
け
る
「
接
義
」
に
つ

い
て

　

池
田
［
一
九
七
八
Ａ
］
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
円
珍
の
『
授
決
集
』
に

「
妙
楽
之
判
以
別
接
通
、
他
人
絶
無
此
接
義
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
当
該
の
文
は

「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
の
解
釈
部
分
の
「
今
総
決
曰
」
以
降
に
あ
る
。

「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
は
、
『
華
厳
経
』
を
円
教
に
別
教
を
兼
ね
る
と
す

る
天
台
の
解
釈
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
決
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
妙
楽
之

判
以
別
接
通
、
他
人
絶
無
此
接
義
」
と
い
う
文
は
、
天
台
に
よ
る
『
華
厳
経
』
解
釈

の
正
当
性
を
論
じ
る
流
れ
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
の
で
あ
る

が
、
文
だ
け
を
み
る
と
、
確
か
に
湛
然
（
妙
楽
大
師
）
の
教
判
に
は
別
接
通
、
つ
ま

り
被
接
が
あ
り
、
他
の
人
師
に
は
被
接
が
な
い
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
接

通
を
は
じ
め
と
す
る
被
接
は
蔵
通
別
円
の
四
教
を
前
提
と
し
て
お
り
、
四
教
を
前
提

と
し
な
い
天
台
以
外
の
学
派
に
は
そ
も
そ
も
こ
の
説
が
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
解

釈
も
ま
た
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
「
妙
楽
之
判
以
別
接
通
、
他
人
絶
無
此
接
義
」
の
別
接
通
や
接
義
は
、

『
法
華
玄
義
』
や
『
摩
訶
止
観
』
な
ど
に
説
か
れ
る
別
接
通
や
被
接
に
該
当
す
る
の

か
否
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
そ
も
そ
も
、
円
珍
の
『
授
決
集
』
に
は
「
別
接

通
決
第
三
十
九
」
と
い
う
別
接
通
を
単
独
で
扱
っ
た
決
が
あ
る
。
「
別
接
通
決
第

三
十
九
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
「
別
接
通
決
第
三
十
九
」
の
「
今
決

曰
」
以
降
の
箇
所
で
は
湛
然
を
評
価
す
る
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
被
接
に
関
す
る
湛

然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
文
は
引
か
れ
る
が
、
こ
と
さ
ら
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』

の
文
を
解
釈
し
て
い
る
箇
所
は
な
い
。
そ
こ
で
、
当
該
の
文
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を

も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
の
構
成
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

天
台
で
は
『
法
華
玄
義
』
や
『
摩
訶
止
観
』
な
ど
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
華

厳
経
』
を
円
教
に
別
教
を
兼
ね
て
説
く
と
み
な
し
て
い
る

 62

。
当
然
、
立
脚
点
が

異
な
る
他
学
派
に
お
い
て
は
、
天
台
と
は
異
な
る
説
が
立
て
ら
れ
る
。
円
珍
『
授

決
集
』
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
で
は
、
最
初
に
『
摩
訶
止
観
』
巻
五
下

の
文

 63

が
引
か
れ
、
以
降
『
法
華
経
』
や
『
無
量
義
経
』
、
『
十
地
経
論
』
、
天

台
（
智
顗
・
灌
頂
）
と
華
厳
（
法
蔵
（
六
四
四―

七
一
二
）
・
澄
観
（
七
三
八―

八
三
九
）
）
の
章
疏
、
円
測
（
六
一
三―

六
九
六
）
の
『
無
量
義
経
疏
』
が
引
か
れ

る
 64

。
な
お
、
引
用
箇
所
で
引
か
れ
る
湛
然
の
章
疏
は
『
法
華
文
句
記
』

 65

と
『
法

華
玄
義
釈
籤
』

 66

で
あ
る
が
、
被
接
に
関
す
る
記
述
は
確
認
で
き
な
い
。

　

そ
し
て
、
「
今
総
決
曰
」
の
箇
所
で
『
華
厳
経
』
を
兼
別
と
す
る
理
由
が
次
の
よ

う
に
示
さ
れ
る
。

今
総
決
曰
、
略
列
二

亀
鏡
一

已
如
二

上
文
一

。
智
人
自
鑑
。
更
不
レ

可
レ

用
二

於
会

釈
一

也
。
抑
拠
二

無
量
義
及
信
解
品
文
一

者
、
兼
別
之
義
更
不
レ

可
レ

疑
。
非
二

是
貶
教
一

。
只
依
二

道
理
一

正
判
レ

之
也
。
若
不
レ

兼
レ

別
者
、
珍
衣
長
者
即
遣
二

傍
人
一

。
便
合
レ

喚
二

得
於
窮
子
一

。
何
以
不
レ

然
。
何
隔
二

聾
盲
一

不
レ

令
二

見
聞

一

耶
。
我
拠
二

此
文
一

正
為
二

兼
別
一

。
最
後
付
二

家
業
一

、
即
是
融
別
為
二

純
円
一

也
 67

。

　

こ
こ
で
は
、
『
摩
訶
止
観
』
な
ど
で
説
か
れ
る
天
台
の
説
を
踏
襲
し
、
『
無
量
義

経
』
や
『
法
華
経
』
信
解
品
を
も
と
に
『
華
厳
経
』
は
別
教
を
兼
ね
る
と
し
て
い
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る
。
そ
し
て
、
『
華
厳
経
』
を
兼
別
と
す
る
の
は
『
華
厳
経
』
を
貶
め
る
た
め
に
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
道
理
の
上
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
と
示
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

に
続
い
て
、
四
教
を
会
す
こ
と
が
な
い
諸
師
に
よ
る
『
華
厳
経
』
に
対
す
る
理
解
に

は
い
ず
れ
も
兼
別
の
義
が
な
い
こ
と
を
述
べ
た
上
で

 68

、

今
依
レ

文
釈
レ

義
。
不
レ

可
二

諍
論
一

。
凡
為
二

小
機
一

説
二

初
蔵
教
一

、
為
二

小
乗
一

説
二

通
大
乗
一

、
為
二

通
人
一

説
二

別
大
乗
一

。
為
二

別
乗
一

説
二

円
教
一

。
教
被
之
次

其
軌
如
レ

是
。
故
華
厳
教
被
二

通
別
機
一

。
接
レ

通
以
レ

別
。
導
レ

別
以
レ

円
 69

。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
い
、
文
に
依
っ
て
義
を
諍
論
す
べ
き
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
蔵
教
の
行
者

の
た
め
に
通
教
を
、
通
教
の
行
者
の
た
め
に
別
教
を
説
く
と
い
っ
た
よ
う
に
、
教
え

を
受
け
る
対
象
は
定
ま
っ
て
お
り
、
『
華
厳
経
』
の
教
え
で
あ
れ
ば
通
教
と
別
教
の

機
根
の
行
者
が
受
け
て
お
り
、
通
教
の
行
者
を
接
す
教
は
別
教
、
別
教
の
行
者
を
導

く
教
は
円
教
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

南
岳
位
居
二

鉄
輪
六
根
清
浄
一

。
天
台
位
居
二

第
五
品
中
一

。
死
生
自
在
巻
舒
無

礙
。
験
二

其
行
事
一

殆
隣
二

法
雲
一

。
相
似
五
品
皆
是
卑
謙
対
レ

問
而
答
也
。
元
於

二

仏
与
一
レ

経
本
無
レ

有
二

怨
敵
一

。
何
以
偏
執
褒
二

法
華
一

貶
二

華
厳
一

。
誠
依
レ

実

判
至
レ

細
至
レ

妙
也
。
無
総
持
者
、
或
謂
二

謬
釈
一

。
恐
為
二

妄
毀
一

。
罪
愆
難
レ

免
。
努
力
努
力
、
再
三
復
思
猶
尚
懐
レ

慮
。
乞
披
二

経
文
一

更
閲
二

玄
疏
一

。
妙
楽

之
判
二

以
レ

別
接
一
レ

通
。
他
人
絶
無
二

此
接
義
一

。
故
不
レ

免
二

邪
推
一

 70

。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
述
べ
、
慧
思
や
智
顗
は
自
ら
の
位
を
鉄
輪
位
（
十
信
位
）
や
五
品
弟
子
位
と
称
し

た
が
、
実
に
は
法
雲
地
に
近
い
位
に
あ
り
、
慧
思
や
智
顗
等
に
端
を
発
す
る
『
華
厳

経
』
を
兼
別
と
す
る
見
解
は
、
単
に
『
法
華
経
』
を
褒
め
『
華
厳
経
』
を
貶
め
て
い

る
の
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
経
典
や
注
釈
書
を
確
認
す
る
と
、
湛
然

は
別
教
に
よ
っ
て
通
教
を
接
す
る
判
定
を
し
て
お
り
、
他
の
人
師
は
「
接
」
の
義

（
接
義
）
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
な
い
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
に
お
け
る
「
以
別
接

通
」
や
「
接
通
以
別
」
と
い
う
文
は
、
『
華
厳
経
』
の
教
え
で
あ
る
別
教
に
よ
っ
て

通
教
の
行
者
を
接
す
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
湛
然

『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
六
に
「
問
。
此
是
法
華
滅
化
之
文
。
小
人
正
応
レ

得
レ

去
。

答
。
接
義
本
在
二

法
華
経
前
一

於
レ

中
仍
二

是
菩
薩
一

 71

」
と
、
接
義
が
あ
る
の
は
、

『
法
華
経
』
よ
り
前
の
段
階
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
華

厳
経
』
の
教
え
に
よ
っ
て
被
接
す
る
可
能
性
は
あ
る

 72

。
た
だ
し
、
被
接
に
関
す
る

引
用
や
関
連
す
る
記
述
が
他
に
確
認
で
き
な
い
た
め
、
単
純
に
通
教
の
行
者
に
別
教

の
教
え
を
説
く
と
い
っ
た
意
味
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
接
義
の
有
無

に
よ
っ
て
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
円
珍
の
『
授
決
集
』
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
を
検
討

し
た
結
果
、
「
以
別
接
通
」
や
「
接
通
以
別
」
と
い
っ
た
被
接
、
別
接
通
に
相
当
す
る

よ
う
な
記
述
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
は
、
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
別
教
の
教
え
に

よ
っ
て
通
教
の
行
者
を
接
す
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
該
当
箇
所
が
仮
に
『
摩
訶
止

観
』
や
『
法
華
玄
義
』
な
ど
で
説
か
れ
る
被
接
そ
の
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
被
接
や

別
接
通
に
類
す
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
　

円
珍
『
授
決
集
』
「
別
接
通
決
第
三
十
九
」
に
お
け
る
被
接

　

円
珍
の
『
授
決
集
』
に
は
「
別
接
通
決
第
三
十
九
」
と
い
う
別
接
通
の
み
を
扱
っ

た
決
が
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
円
珍
は
既
に
『
法
華
論
記
』
に
お
い
て
、
四
教
を

前
提
に
し
な
が
ら
被
接
に
よ
る
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
『
授
決
集
』
「
別
接
通
決
第
三
十
九
」
に
お
け
る
被
接
の
解
釈
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
ず
、
『
授
決
集
』
「
別
接
通
決
第
三
十
九
」
は
、
『
摩
訶
止
観
』
と
『
止
観
輔
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行
伝
弘
決
』
な
ど
の
文
が
引
か
れ
た
後
、
「
今
決
曰
」
と
引
用
文
に
対
す
る
解
釈
が

提
示
さ
れ
る
。
引
用
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

玄
文
有
レ

三
。
謂
別
円
接
通
円
接
別
也
。
止
観
云
、
問
。
別
云
何
以
接
レ

通
。

答
。
初
空
仮
二
観
破
二

真
俗
上
惑
一

尽
方
聞
二

中
道
一

。
仍
須
下

修
レ

観
破
二

無
明
一

能
八
相
作
佛
上

。
此
仏
是
果
。
仍
二

前
二
観
為
一
レ

因
。
故
言
二

以
レ

別
接
一
レ

通

耳
。
不
下

以
二

此
仏
果
一

接
中

三
阿
僧

百
劫
種
相
之
因
上

。
故
不
レ

接
二

三
蔵
一

。

不
下

将
二

此
果
一

接
中

十
地
之
因
上

。
故
不
レ

接
レ

別
。
不
下

将
二

此
果
一

接
中

十
住
断

無
明
上

。
故
不
レ

接
レ

円
。
唯
得
二

以
レ

別
接
一
レ

通
。
其
義
如
レ

此＜

上
云
。
別
接

通
開
レ

真
出
レ

中＞

。
又
云
、
諸
教
皆
接
亦
応
レ

有
レ

之
。
此
義
不
レ

用
者
、
二
教

明
二

界
内
理
一

、
二
教
明
二

界
外
理
一

。
両
処
交
際
須
レ

安
二

一
接
一

。
故
但
以
レ

別

接
レ

通
。
若
斉
レ

通
為
レ

言
。
不
レ

論
レ

破
二

無
明
一

。
八
地
名
二

支
仏
地
一

。
従
レ

此

被
レ

接
知
レ

有
二

中
道
一

。
九
地
伏
二

無
明
一

、
十
地
破
二

無
明
一

、
即
名
為
レ

仏
。

但
一
品
破
那
得
二

是
極
一

。
故
知
接
二

入
別
一

也
。
若
望
二

別
教
一

是
入
二

初
地
位

行
一

也
。
若
就
レ

諦
論
レ

接
者
、
通
教
真
諦
空
中
合
論
。
従
レ

初
以
來
但
観
二

真

中
之
空
一

破
二

見
思
惑
一

尽
。
到
二

第
八
地
一

方
為
説
二

真
内
之
中
一

。
故
云
三

智
者

見
二

空
及
与
不
空
一

。
被
レ

接
方
聞
。
聞
已
見
レ

理
。
即
是
入
二

別
位
一

也
。
三
蔵

菩
薩
明
レ

位
不
レ

爾
。
故
不
レ

論
レ

接
。
別
円
発
心
已
知
二

中
道
一

。
更
将
二

何
接

一

。
故
知
、
接
但
在
レ

通
也＜

已
上
在
二

三
巻
一＞

。
又
云＜

六
文＞

、
通
教
二

乗
偏
用
二

体
法
一

入
レ

真
。
菩
薩
慈
悲
入
レ

仮＜

乃
至＞

亦
得
下

有
二

中
道
一

之
義

上

者
。
仏
満
字
門
通
レ

通
通
レ

別
。
鈍
根
以
二

能
通
一
レ

通
不
レ

能
レ

通
レ

別
故
。
此

教
得
レ

有
二

別
接
之
義
一

。
利
者
被
接
更
用
二

中
道
一

。
不
二

被
接
一

者
不
レ

須
二

第

三
観
一

。
別
接
義
如
二

顕
体
中
説
一＜

云
云＞

。
又
云
、
修
二

此
双
流
一

凡
有
二

三

処
一

。
若
別
接
通
七
地
論
レ

修
、
八
地
論
レ

証
。
十
迴
向
論
レ

修
。
登
地
論
レ

証

＜

三
十
七
道
品
止
観
以
為
二

双
流
一＞

。
禅
門
章
云
、
通
教
二
乗
不
レ

異
二

菩
薩

一

。
則
真
諦
有
二

含
レ

中
接
レ

別
之
意
一

。
此
真
義
含
二

於
中
一

而
作
二

真
名
一

。
記

釈
二

次
文
一

云
、
言
二

九
地
伏
十
地
破
一

者
、
仍
レ

本
立
レ

名
名
二

九
十
地
一

。
入

二

別
円
教
一

応
レ

云
二

初
地
及
以
初
住
一

。
又
記
六
云
、
初
明
二

通
教
以
レ

別
接
一

者
、
方
乃
得
レ

云
二

七
地
論
修
八
地
論
証
一

。
問
。
第
三
巻
明
二

別
接
通
一

中
、

何
故
乃
云
下

八
地
聞
二

中
道
一

九
地
伏
二

無
明
一

、
十
地
破
二

無
明
一

方
得
中

名
為
上

レ

仏
。
以
二

何
義
一

故
与
レ

此
不
レ

同
。
答
。
始
従
二

四
地
一

終
至
二

九
地
一

咸
受
二

接
名
一

。
三
根
不
レ

同
、
故
位
不
レ

等
。
四
地
為
レ

上
、
六
七
為
レ

中
、
八
九
為
レ

下
。
文
従
レ

中
説
故
云
二

七
地
一

。
前
為
レ

消
レ

経
故
従
レ

下
説
。
故
大
品
云
、
十

地
菩
薩
為
レ

如
レ

仏
。
経
従
レ

下
者
其
位
定
故
。
故
諸
経
論
多
従
レ

下
説

 73

。

　　

ま
ず
、
『
法
華
玄
義
』
に
別
接
通
だ
け
で
な
く
、
円
接
通
と
円
接
別
が
説
か
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
次
の
順
で
『
摩
訶
止
観
』
や
『
止
観
輔
行
伝

弘
決
』
な
ど
が
引
か
れ
る
。

①
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
「
問
云
何
以
別
接
通
」
以
下
の
文

 74

②
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
「
諸
教
皆
接
亦
応
有
之
」
以
下
の
文

 75

③
『
摩
訶
止
観
』
巻
六
下
「
通
教
二
乗
偏
用
体
法
入
真
」
以
下
の
文

 76 

④
『
摩
訶
止
観
』
巻
六
下
「
修
此
双
流
凡
有
三
処
」
以
下
の
文

 77

⑤
『
禅
門
章
』
「
通
教
二
乗
亦
不
異
菩
薩
」
以
下
の
文

 78

⑥
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
三
之
四
「
言
九
地
伏
十
地
破
者
」
以
下
の
文(

②
の
注

釈
）

 79

⑦
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
六
之
四
「
初
明
通
教
以
別
接
者
」
以
下
の
文
（
④
の
注

釈
）

 80

　

①
か
ら
⑦
に
説
か
れ
る
こ
と
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
因
と
果
よ
り
み
た
別
教
が
通
教
を
接
す
構
造
に
つ
い
て
。
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②
界
内
と
界
外
よ
り
み
た
別
接
通
の
み
を
論
じ
る
理
由
と
、
通
教
で
被
接
が
お
こ
る

行
位
と
断
惑
、
観
察
す
る
諦
の
構
造
に
つ
い
て
。

③
通
教
に
お
け
る
鈍
根
と
利
根
の
菩
薩
に
つ
い
て
。

④
中
観
を
修
す
る
位
と
証
す
る
位
に
つ
い
て
。

⑤
通
教
の
菩
薩
が
観
じ
る
諦
に
つ
い
て
。

⑥
②
の
「
九
地
伏
十
地
破
」
に
対
す
る
注
釈
。
別
教
と
円
教
に
接
入
し
た
場
合
の
位

に
つ
い
て
。

⑦
②
の
「
七
地
論
修
八
地
論
証
」
に
対
す
る
注
釈
。
被
接
が
お
こ
る
行
位
に
つ
い
て
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
『
摩
訶
止
観
』
を
中
心
と
し
た
引
用
か
ら
、
被
接
が
お
こ
る
基

本
的
な
構
造
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
用
に
対
し
て

「
今
決
云
」
以
降
の
箇
所
で
は
、
『
摩
訶
止
観
』
の
文
を
中
心
に
別
接
通
を
立
て
る

こ
と
に
過
失
が
な
い
の
か
否
か
と
い
う
問
難
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

引
用
文
①
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
で
は
、
「
此
仏
（
是
）
果
」
と
「
此
果
」
と
い
う

語
に
対
す
る
解
釈
を
端
緒
に
、
別
接
通
に
関
す
る
問
答
が
な
さ
れ
て
い
く
。
「
此
仏

（
是
）
果
」
と
「
此
果
」
に
対
す
る
解
釈
は
、
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

今
決
曰
、
初
文
言
二

此
仏
果
一

。
又
再
言
二

此
果
一

者
、
此
通
教
十
地
之
八
相
作

仏
。
指
レ

此
為
二

此
仏
果
及
此
果
一

也
。
文
云
、
空
仮
二
観
破
二

真
俗
上
惑
一

尽
方

聞
二

中
道
一

。
仍
須
下

修
レ

観
破
二

無
明
一

。
能
八
相
作
仏
上

。
此
仏
是
果
。
故
言
下

指
二

通
十
地
果
一

為
中

此
果
上

 81

。

と
あ
る
よ
う
に
、
引
用
文
①
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
の
文
に
あ
る
「
此
仏
（
是
）

果
」
や
「
此
果
」
と
い
う
語
が
通
教
の
十
地
に
お
け
る
八
相
作
仏
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
る
。
次
い
で
「
文
云
」
と
引
用
文
①
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
の
文
が
部
分
的
に

引
か
れ
、
通
教
の
第
十
地
の
仏
位
が
果
に
あ
た
る
の
で
、
通
教
の
第
十
地
を
指
し
て

「
此
果
」
と
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
の
通
教
の
第
十
地
を
指
し
て
「
此
果
」
と

す
る
解
釈
に
対
し
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
展
開
し
て
い
く
。

問
。
爾
違
レ

宗
失
。
以
二

三
教
果
頭
無
人
一

故
。
答
。
彼
無
人
者
約
二

当
教
分
一

。

非
二

於
被
接
一

。
問
。
何
以
云
レ

爾
。
答
。
通
教
真
諦
空
中
合
論
。
故
従
レ

初
観

レ

空
破
二

煩
悩
障
一

。
至
二

第
八
地
一

方
説
二

真
内
之
中
一

。
所
以
空
上
更
復
見
二

聞
不
空
一

。
九
地
伏
二

無
明
一

。
十
地
破
レ

之
。
即
名
為
レ

仏
。
故
言
レ

約
二

被
接

者
一

 82

。

　

ま
ず
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
に
は
果
と
し
て
の
仏
の
位
を
証
す
る
人
が
い
な
い

（
果
頭
無
人
）
と
い
う
点
か
ら
、
通
教
の
第
十
地
を
指
し
て
「
此
果
」
と
す
る
の
は

天
台
の
教
え
と
相
違
す
る
過
失
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
問
が
立
て
ら
れ

る
。
対
す
る
答
文
で
は
、
通
教
に
お
け
る
無
人
は
、
あ
く
ま
で
通
教
の
立
場
が
該
当

す
る
の
で
あ
り
、
被
接
の
立
場
は
該
当
し
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
次
に
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
な
ぜ
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ

に
対
し
て
は
引
用
文
②
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
の
文
を
も
と
に
し
な
が
ら
答
が
立
て

ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
通
教
の
真
諦
は
空
諦
だ
け
で
な
く
中
諦
も
合
わ
せ
て
い

る
た
め
、
ま
ず
空
諦
を
観
じ
て
煩
悩
障
を
断
じ
て
い
く
。
そ
し
て
、
第
八
地
に
至
っ

て
真
諦
の
な
か
に
中
諦
が
あ
る
こ
と
が
初
め
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
第

九
地
で
無
明
を
伏
し
、
第
十
地
で
無
明
を
破
し
て
仏
と
な
る
の
は
、
単
な
る
通
教
の

行
者
で
は
な
く
被
接
を
す
る
行
者
の
立
場
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
続
い
て
さ
ら
に
次
の
問
答
が
な
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、

問
。
爾
此
接
二

入
別
一

。
何
故
可
三

此
果
為
二

本
教
仏
果
一

。
答
。
亦
可
レ

云
レ

爾
。
但
今
与
二

果
名
一

者
、
且
約
下

八
地
聞
二

中
道
一

辺
上

。
更
無
二

他
意
一

 83

。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
る
よ
う
に
、
通
教
の
行
者
が
別
教
に
接
入
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
ど
う
し
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て
「
此
果
」
は
通
教
（
本
教
）
の
仏
果
と
い
う
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
問
難
が
立
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
文
で
は
、
「
此
果
」
と
い
う
の
は
通
教
の
果
と
い

う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
こ
こ
で
果
の
名
を
与
え
る
の
は
、
ひ
と

ま
ず
第
八
地
に
中
道
を
聞
く
立
場
が
対
象
で
あ
り
、
他
の
意
は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
さ
ら
に
次
の
問
答
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

問
。
八
地
聞
レ

中
。
即
時
成
二

別
教
及
円
教
人
一

。
何
煩
更
与
二

本
教
果
名
一

。

答
。
此
徴
可
レ

爾
。
但
止
觀
一
意
約
下

此
一
人
借
二

指
後
教
地
住
一

為
レ

果
之

事
一

。
故
望
二

八
地
聞
中
之
辺
一

且
与
二

果
名
一

。
問
。
爾
終
不
レ

言
二

後
教
人
一

耶
。
答
。
被
レ

接
方
聞
。
聞
已
見
レ

理
。
即
是
入
二

別
位
一

也
。
依
二

此
意
一

言
二

別
人
一

亦
無
レ

妨
 84

。

と
あ
る
よ
う
に
、
通
教
の
第
八
地
に
お
い
て
中
諦
の
教
え
を
聞
い
て
別
教
及
び
円
教

の
行
者
に
成
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
通
教
の
果
の
名
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
難
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
文
で
は
、
『
摩
訶
止

観
』
の
意
図
は
、
後
教
で
あ
る
別
教
と
円
教
を
指
し
て
果
と
す
る
立
場
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
し
、
通
教
の
第
八
地
に
中
諦
の
教
え
を
聞
く
立
場
に
望
ん
で
果
と
名
づ
け
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
さ
ら
に
、
で
は
な
ぜ
後
教
で
あ
る
別
教
や
円
教
の
行

者
と
い
わ
な
い
の
か
と
い
う
問
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
文
は
、
引
用
文
②

『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
の
文
を
も
と
に
し
な
が
ら
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
被
接
に
よ
っ
て
中
諦
の
教
え
を
聞
き
、
聞
き
お
わ
っ
て
理
を
み
れ
ば
別
教
の
位

に
入
る
の
で
、
別
教
の
人
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
答

に
対
し
て
さ
ら
に
次
の
問
答
が
立
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

問
。
爾
約
二

初
意
一

言
二

別
接
通
一

無
レ

失
。
若
就
二

後
意
一

。
其
言
有
レ

妨
。
豈
レ

不
レ

成
二

以
レ

別
接
一
レ

別
耶
。
答
。
此
義
元
従
二

初
通
後
別
之
人
一

而
起
。
故

名
二

別
接
通
一

。
本
無
二

以
レ

別
接
レ

別
文
一

。
若
言
レ

然
者
不
レ

免
二

大
失
一

（
云

云
）

 85

。

と
あ
る
よ
う
に
、
別
教
の
人
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
通

教
の
立
場
に
立
っ
て
別
接
通
と
い
っ
て
も
過
失
は
な
い
が
、
別
教
の
立
場
か
ら
は
別

接
通
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
問
難
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
文
で

は
、
こ
の
義
は
初
め
に
通
教
に
お
り
、
後
に
別
教
に
至
る
行
者
に
よ
っ
て
起
こ
る
の

で
、
別
接
通
と
い
う
の
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
別
教
に
よ
っ
て
別
教

を
接
す
る
文
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
大
き
な
過
失
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
「
今
決
云
」
以
降
の
箇
所
で
は
、
問
答
を
通
し
て
、
別
接
通
を

説
く
こ
と
に
過
失
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
『
法
華
論
記
』
や
「
華
厳
円
教
兼
歴

別
決
第
十
二
」
に
確
認
で
き
る
よ
う
な
論
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
四
教
と
行
位

を
は
じ
め
、
錯
綜
し
そ
う
な
箇
所
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
『
摩
訶
止
観
』
な
ど
に

説
か
れ
る
文
意
を
正
確
に
読
み
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

問
答
体
に
よ
っ
て
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
『
摩
訶
止
観
』
の
説
を

踏
ま
え
な
が
ら
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
独
自
の
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い

が
、
『
摩
訶
止
観
』
に
説
か
れ
る
別
接
通
こ
そ
正
義
と
し
て
、
論
理
に
過
失
が
な
い

こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
日
本
天
台
の
良
源
『
被
接
義
私
記
』
以
前
の
被
接
が
い
か
に

解
釈
さ
れ
た
の
か
を
、
円
珍
の
『
法
華
論
記
』
と
『
授
決
集
』
に
焦
点
を
当
て
な
が

ら
考
察
し
た
。

　

天
台
宗
で
論
じ
ら
れ
る
被
接
は
、
智
顗
撰
灌
頂
記
の
『
法
華
玄
義
』
と
『
摩
訶
止

観
』
や
湛
然
の
注
釈
書
な
ど
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
法
華
玄
義
』
で
は
、
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四
教
と
二
諦
や
三
諦
の
関
係
を
中
心
に
別
接
通
・
円
接
通
・
円
接
別
の
三
被
接
が
立

て
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
『
摩
訶
止
観
』
で
は
諦
や
行
位
、
因
と
果
、
界
内
と
界
外

の
関
係
な
ど
か
ら
別
接
通
が
な
さ
れ
る
論
理
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
上
で
湛
然
は
、
『
法
華
玄
義
』
に
説
か
れ
る
円
接
通
・
円
接
別
は
あ
く
ま
で
教
え

の
上
で
の
み
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
摩
訶
止
観
』
で
説
か
れ
る
別
接
通
こ
そ
、

所
詮
の
理
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
解
釈
を
示
し
た
。

　

次
に
、
日
本
天
台
宗
で
は
最
澄
の
頃
よ
り
通
教
や
別
教
か
ら
円
教
に
至
る
教
説
に

注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
。
被
接
に
関
し
て
は
、
義
真
『
天
台
法
華
宗
義
集
』
の
四
教

義
と
二
諦
義
の
箇
所
に
示
さ
れ
て
い
る
。
四
教
義
の
箇
所
で
は
、
通
教
か
ら
別
教
と

円
教
に
至
る
位
が
示
さ
れ
る
の
み
で
、
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
二
諦
義
の
箇
所
に
あ

る
。
二
諦
義
の
箇
所
で
は
、
『
法
華
玄
義
』
と
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
の
文
を
も
と

に
、
問
答
体
で
七
種
二
諦
に
お
け
る
四
教
と
三
被
接
の
配
当
、
『
摩
訶
止
観
』
に
別

接
通
の
み
が
説
か
れ
、
『
法
華
玄
義
』
に
別
接
通
だ
け
で
な
く
円
接
通
・
円
接
別
が

説
か
れ
る
意
義
、
蔵
教
に
被
接
が
な
い
理
由
、
『
法
華
玄
義
』
に
五
種
三
諦
が
説
か

れ
る
理
由
等
が
問
答
体
で
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
『
法
華
玄
義
』
と
『
法
華
玄
義
釈

籤
』
か
ら
の
引
用
が
主
で
あ
り
、
独
自
の
解
釈
は
示
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
円
珍
の
『
法
華
論
記
』
と
『
授
決
集
』
で
は
、
四
教
を
前
提
に
『
摩
訶
止

観
』
や
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
に
示
さ
れ
る
被
接
や
別
接
通
に
基
づ
き
な
が
ら
解
釈

し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
『
法
華
論
記
』
に
お
い
て
は
、
四
教
に
基
づ
き
な
が
ら
文
の
解
釈
を
お
こ

な
っ
て
い
た
。
特
に
第
八
地
に
無
功
用
に
入
る
説
を
、
二
種
菩
薩
の
う
ち
の
悲
増
菩

薩
で
解
釈
す
る
人
師
の
説
を
斥
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
八
地
に
無
功
用
に
入
る
の

は
通
教
の
第
八
地
で
あ
る
と
論
じ
、
そ
の
上
で
行
者
が
別
接
通
に
よ
っ
て
別
教
に
至

る
こ
と
を
説
い
た
。
ま
た
、
世
親
『
法
華
論
』
の
文
を
、
被
接
を
も
と
に
し
な
が
ら

解
釈
す
る
箇
所
も
あ
る
。
た
だ
し
、
被
接
を
特
別
視
し
て
解
釈
し
て
い
た
と
い
う
よ

り
は
、
あ
く
ま
で
四
教
が
仏
意
に
基
づ
い
て
い
る
と
理
解
を
し
た
上
で
、
文
を
解
釈

し
た
と
み
て
よ
い
。

　

次
に
、
『
授
決
集
』
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
で
は
、
「
以
別
接
通
」
や

「
接
通
以
別
」
と
い
っ
た
被
接
、
別
接
通
に
相
当
す
る
よ
う
な
記
述
が
確
認
で
き

た
。
そ
こ
で
は
、
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
別
教
の
教
え
に
よ
っ
て
通
教
の
行
者
を

接
す
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
該
当
箇
所
が
『
摩
訶
止
観
』
や
『
法
華

玄
義
』
な
ど
に
示
さ
れ
る
被
接
そ
の
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
被
接
や
別
接
通
に
類

す
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
『
授
決
集
』
「
別
接
通
決
第
三
十
九
」
で
は
、
問
答
を
通
し
て
、
別
接

通
を
説
く
こ
と
に
過
失
の
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

『
法
華
論
記
』
や
『
授
決
集
』
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
に
確
認
で
き
る
よ

う
な
論
は
展
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
独
自
な
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
四
教
と
行

位
を
は
じ
め
と
す
る
錯
綜
し
そ
う
な
箇
所
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
『
摩
訶
止
観
』

な
ど
に
説
か
れ
る
文
意
を
正
確
に
読
み
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
た
。

　

以
上
の
点
よ
り
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
円
珍
は
蔵
通
別
円
の
四
教

に
よ
る
分
類
を
仏
意
に
基
づ
く
と
理
解
し
た
上
で
、
種
々
の
説
を
解
釈
し
て
い
た
。

『
法
華
論
記
』
や
『
授
決
集
』
に
見
ら
れ
る
被
接
や
別
接
通
に
よ
る
解
釈
も
、
四
教

を
前
提
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
被
接
や
別
接
通
は
、

基
本
的
に
は
『
摩
訶
止
観
』
に
示
さ
れ
る
説
と
そ
れ
を
補
足
す
る
湛
然
の
注
釈
書
の

説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
一
方
、
平
安
末
以
降
に
作
成
さ
れ
る
論
義
や
口
伝
法
門
に
関

す
る
文
献
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
多
様
な
説
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
論
義
や
口
伝
法

門
の
文
献
に
示
さ
れ
る
あ
り
方
と
趣
を
違
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
摩
訶
止

観
』
と
そ
の
注
釈
書
の
説
を
踏
襲
す
る
円
珍
の
姿
勢
は
、
草
創
期
の
用
例
を
示
す
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
日
本
天
台
に
お
い
て
は
、
良
源
『
被
接
義
私

記
』
が
撰
述
さ
れ
た
前
後
で
被
接
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
円
珍
の
解
釈
が
与
え
た

05萩野翔太－縦.indd   68 2023/07/11   16:24:32



初期日本天台における被接の解釈をめぐって69

後
世
へ
の
影
響
や
円
珍
以
後
の
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

１
天
台
論
義
に
お
け
る
義
科
二
十
二
算
の
一
つ
に
被
接
義
が
あ
る
。
二
十
二
算
は
、
『
法
華
玄

義
』
『
法
華
文
句
』
『
摩
訶
止
観
』
維
摩
経
疏
『
涅
槃
経
疏
』
『
四
教
義
』
『
観
無
量
寿
仏
経

疏
』
を
所
依
と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
『
摩
訶
止
観
』
か
ら
は
六
即
義
・
四
種
三
昧
義
・
三
観

義
・
被
接
義
・
名
別
義
通
義
の
五
算
が
立
て
ら
れ
て
い
る
（
藤
平
［
二
〇
二
〇
］
一
八
七
頁―

一
八
八
頁
参
照
）
。
口
伝
法
門
で
は
、
七
箇
大
事
に
お
け
る
略
伝
三
箇
（
円
教
三
身
、
常
寂
光

土
義
、
蓮
華
因
果
）
の
蓮
華
因
果
に
本
迹
不
同
と
と
も
に
被
接
法
門
が
立
て
ら
れ
て
い
る
（
上

杉
［
一
九
三
五
］
六
〇
一
頁―

六
〇
二
頁
、
七
〇
〇
頁―

七
〇
三
頁
参
照
）
。

２
あ
く
ま
で
一
例
で
あ
る
が
、
惠
心
流
の
口
伝
と
し
て
、
被
接
法
門
が
往
生
浄
土
の
直
因
と
す

る
説
な
ど
が
立
て
ら
れ
て
い
る
（
上
杉
［
一
九
三
五
］
七
〇
二
頁
、
硲
［
一
九
四
八
］
一
七
六

頁
・
二
七
九
頁
、
大
久
保
［
一
九
九
八
Ｂ
］
二
五
四
頁―
二
五
五
頁
）
参
照
。

３
大
久
保
［
一
九
九
八
Ｂ
］
参
照
。

４
大
久
保
［
一
九
九
八
Ａ
］
に
よ
る
と
、
良
源
撰
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
被
接
義
私
記
』
は
、

諸
文
献
の
被
接
を
扱
う
箇
所
で
良
源
の
真
撰
と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
証
真
『
法
華
玄

義
私
記
』
巻
三
で
「
大
僧
正
被
接
義
云
」
、
『
止
観
私
記
』
巻
三
末
で
「
大
僧
正
云
」
と
引
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
良
源
の
真
撰
と
す
る
の
は
根
拠
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
内
容
面
か
ら
否
定
す
る
材
料
が
た
だ
ち
に
見
い
だ
さ
れ
な
い
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る

（
二
二
七
頁―

二
二
八
頁
参
照
）
。
本
稿
で
は
、
真
偽
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
仮
に

良
源
の
真
撰
で
な
い
と
し
て
も
、
良
源
没
後
（
九
八
五
年
以
降
）
か
ら
証
真
の
三
大
部
私
記
が

撰
述
さ
れ
る
よ
り
も
前
の
時
代
に
お
け
る
教
学
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
資
料
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

５
大
久
保
［
一
九
九
八
Ａ
］
［
一
九
九
八
Ｂ
］
参
照
。

６
大
久
保
［
一
九
九
八
Ａ
］
二
二
八
頁―

二
三
二
頁
参
照
。

７
池
田
［
一
九
七
八
Ａ
］
一
〇
二
頁
。
な
お
、
引
用
箇
所
は
、
安
然
（
八
四
一
？―

九
一
五
？
）
『
菩
提
心
義
鈔
』
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
る
蔵
通
別
円
密
の
五
教
判
の
先
駆
的
な
説

を
円
珍
が
立
て
て
い
た
と
す
る
説
に
対
し
て
異
義
を
立
て
た
島
地
［
一
九
二
九
］
（
三
二
四

頁
）
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
円
珍
が
湛
然
教
学
を
前
提
と
す
る
教
判
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
く
流
れ
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

８
渡
辺
［
一
九
三
三
］
九
二
頁
、
浅
井
［
一
九
七
三
］
三
九
一
頁
、
池
田
［
一
九
七
八
Ｂ
］

三
二
二
頁―

三
二
五
頁
参
照
。

９
田
島
［
一
九
三
三
］
一
〇
七
頁―

一
〇
八
頁
、
浅
井
［
一
九
七
三
］
三
九
一
頁―

三
九
二
頁

参
照
。
な
お
、
『
授
決
集
』
は
基
本
的
に
円
珍
の
撰
述
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
伝
本
に
三
種

あ
り
、
一
部
の
決
や
注
な
ど
は
後
世
の
付
加
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
伝
本
や
決
の
付

加
な
ど
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

10
三
教
果
頭
有
教
無
人
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
に
「
然
漸
漸
非
二

円
漸
一 

可
レ

得
レ

成
二

円
漸
一

、
漸
円
非
二

円
円
一

不
レ

可
レ

得
レ

成
二

円
円
一

。
何
者
、
法
華
云
、
汝

等
所
レ

行
是
菩
薩
道
。
故
漸
漸
成
二

円
漸
一

、
漸
円
権
設
三
教
之
果
、
不
レ

可
三

更
成
二

妙
覚
之
仏

一

。
例
小
小
非
二

大
小
一

可
レ

得
レ

成
二

大
小
一

、
小
大
非
二

大
大
一

不
レ

可
レ

得
レ

成
二

大
大
一

。
権
権

非
二

実
権
一

可
レ

得
レ

成
二

実
権
一

。
権
実
非
二

実
実
一

不
レ

可
レ

得
レ

成
二

実
実
一

。
何
者
、
三
教
果
頭

有
レ

教
無
レ

人
。
故
権
実
不
レ

可
レ

成
二

実
実
一

。
半
満
漸
頓
例
応
二

如
レ

此
分
別
一

。
不
二

復
煩
一
レ

文

也
。
」
（
大
正
四
六
・
三
三
頁
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

11
塩
入
［
一
九
六
八
］
五
〇
頁―

五
一
頁
、
青
木
［
一
九
九
二
］
四
五
頁
、
四
九
頁―

五
〇
頁

参
照
。

12
若
杉
［
一
九
七
八
］
参
照
。

13
若
杉
［
一
九
七
八
］
参
照
。
な
お
、
別
接
通
・
円
接
通
・
円
接
別
は
別
入
通
・
円
入
通
・
円

入
別
と
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
「
接
」
と
「
入
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
張
堂
［
二
〇
〇
四
］

に
よ
っ
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
張
堂
［
二
〇
〇
六
］
の
注
三
（
一
五
七
頁―

一
五
八
頁
）
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
台
教
学
に
お
け
る
被
接
の
案
出
を
智
顗
と
す

る
か
否
か
が
先
行
研
究
で
種
々
検
討
さ
れ
て
い
る
。
天
台
教
学
に
お
け
る
被
接
の
具
体
的
な
案

出
者
の
検
討
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。
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14
上
杉
［
一
九
三
五
］
七
〇
一
頁―

七
〇
二
頁
、
若
杉
［
一
九
七
八
］
三
七
頁―

三
八
頁
、
大

久
保
［
一
九
九
八
Ｂ
］
二
三
七
頁―

二
三
八
頁
、
二
五
二
頁―

二
五
四
頁
な
ど
参
照
。

15
『
法
華
玄
義
』
巻
二
下
（
大
正
三
三
・
七
〇
二
頁
下―

七
〇
三
頁
下
）
。

16
『
法
華
玄
義
』
巻
二
下
（
大
正
三
三
・
七
〇
四
頁
下―

七
〇
五
頁
上
）
。

17
『
法
華
玄
義
』
巻
二
下
（
大
正
三
三
・
七
〇
三
頁
下
）
。

18
な
お
、
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
六
で
は
「
問
。
若
不
接
等
者
、
既
不
レ

接
二

二
乗
一

何
故
皆

会
。
答
。
意
者
二
義
不
レ

同
。
二
乗
之
人
於
二

法
華
前
一

不
レ

論
二

被
接
一

。
法
華
被
レ

会
復
非
二

是

接
一

。
具
如
二

止
観
第
三
記
一

」
（
大
正
三
三
・
八
五
六
頁
中―

下
）
と
、
よ
り
具
体
的
に
二
乗

の
人
が
『
法
華
経
』
が
説
か
れ
る
よ
り
前
の
時
点
で
は
被
接
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
説
か
れ

る
。
な
お
、
例
外
的
に
二
乗
の
被
接
を
認
め
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
、
大
久
保
［
一
九
九
八

Ｂ
］
（
二
五
五
頁―

二
五
七
頁
）
、
張
堂
［
二
〇
〇
二
］
（
一
二
五
頁―

一
三
一
頁
）
・

［
二
〇
〇
六
］
（
一
五
一
頁―

一
五
七
頁
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

19
他
に
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
「
顕
体
」
（
大
正
四
六
・
二
九
頁
上
）
の
箇
所
に
も
説
か
れ

る
。
な
お
、
該
当
す
る
「
顕
体
」
の
文
は
本
稿
六
五
頁
に
引
用
し
た
『
授
決
集
』
「
別
接
通
決

第
三
十
九
」
（
仏
全
二
六
・
三
七
九
頁
上
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

20
大
正
四
六
・
三
四
頁
下
。

21
大
正
四
六
・
三
四
頁
下―

三
五
頁
上
。

22
大
正
四
六
・
八
三
頁
上
。

23
大
正
四
六
・
二
五
〇
頁
中―

下
。

24
大
正
四
六
・
二
五
〇
頁
下
。

25
大
正
四
六
・
三
五
二
頁
下
。

26
大
久
保
［
一
九
九
八
Ｂ
］
（
二
四
〇
頁―

二
四
二
頁
、
二
四
八
頁―

二
五
二
頁
）
に
よ
っ
て

特
に
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
で
示
さ
れ
る
被
接
が
な
さ
れ
る
行
位
に
つ
い
て
、
種
々
の
解
釈
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

27
大
正
四
六
・
二
三
七
頁
上
。

28
『
四
念
処
』
巻
二
「
復
次
通
有
二

三
義
一

。
一
因
果
皆
通
、
二
因
通
果
不
通
、
三
通
別
通

円
。
因
果
倶
通
者
、
如
二

上
八
通
説
一

。
近
通
偏
真
四
枯
拙
度
。
因
通
果
不
通
者
、
乃
是
別

果
来
接
。
通
因
得
下

見
二

仏
性
一

成
中

四
栄
双
樹
上

。
通
別
通
円
者
、
別
円
因
果
皆
与
レ

通
異
。

藉
レ

通
開
導
得
レ

入
二

別
円
因
一

。
成
二

非
枯
非
栄
双
樹
之
果
一

也
。
」
（
大
正
四
六
・
五
六
三
頁

中
）
。

29
大
久
保
［
一
九
九
八
Ｂ
］
（
二
五
一
頁
、
二
六
二
頁
）
に
よ
る
と
、
日
本
天
台
で
は
証
真

『
止
観
私
記
』
を
は
じ
め
多
く
の
論
義
・
口
伝
に
関
す
る
文
献
に
お
い
て
、
乾
慧
地
で
の
被
接

が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
品
般
若
経
』
や

『
大
智
度
論
』
の
燋
炷
の
譬
喩
に
お
け
る
初
焔
後
焔
に
端
を
発
す
る
天
台
の
乾
慧
地
に
お
け
る

断
惑
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
松
本
［
二
〇
一
九
］
（
二
五
八
頁―

二
六
二
頁
）
に
よ
っ
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。

30
『
法
華
玄
義
』
巻
一
下
「
問
。
別
教
望
レ

円
亦
爾
レ

不
。
答
。
不
レ

例
。
円
別
証
道
同
故
」

（
大
正
三
三
・
六
九
〇
頁
中
）
。

31
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
「
前
両
観
因
中
有
二

教
行
証
人
一

、
果
上
但
有
二

其
教
一

無
二

行
証
人

一

。
何
以
故
。
因
中
之
人
灰
レ

身
入
レ

寂
沈
レ

空
尽
レ

滅
。
不
レ

得
レ

成
二

於
果
頭
之
仏
一

。
直
是
方

便
之
説
。
故
有
二

其
教
一

無
二

行
証
人
一

。
別
教
因
中
有
二

教
行
証
人
一

。
若
就
レ

果
者
但
有
二

其
教

一

無
二

行
証
人
一

。
何
以
故
。
若
破
二

無
明
一

登
二

初
地
一

時
、
即
是
円
家
初
住
位
、
非
二

復
別
家

初
地
位
一

也
。
初
地
尚
爾
、
何
況
後
地
後
果
。
故
知
因
人
不
レ

到
二

於
果
一

。
故
云
二

果
頭
無
一
レ

人
」
（
大
正
四
六
・
三
三
頁
上―

中
）
。

32
伝
全
五
・
四
三
頁
。

33
前
注
三
一
。

34
伝
全
五
・
四
三
頁―

四
四
頁
。

35
円
接
通
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
確
認
し
た
限
り
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
な
ど
に
は
円
接

通
に
関
す
る
行
位
の
記
述
は
無
か
っ
た
。
湛
然
以
後
に
立
て
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
若
し
く

は
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
三
之
三
（
注
二
七
）
の
よ
う
に
、
方
便
と
し
て
通
教
を
示
し
、

実
際
に
は
円
教
の
行
者
と
み
な
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
円
教
に
お
け
る
行
位
と
断

惑
の
記
述
は
、
例
え
ば
『
法
華
玄
義
』
巻
五
上
の
円
教
の
位
に
お
け
る
断
伏
が
説
か
れ
る
箇
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所
で
「
十
信
之
位
伏
道
転
強
、
発
二

得
似
解
一

、
破
二

界
内
見
思
界
内
界
外
無
知
塵
沙
一

…
若
入

二

初
住
一

得
二

真
法
音
陀
羅
尼
一

。
正
破
二

無
明
一

始
名
二

断
道
一

」
（
大
正
三
三
・
七
三
五
頁
下―

七
三
六
頁
上
）
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
十
信
で
は
塵
沙
惑
が
初
住
か
ら
無
明
惑
が
断
じ
ら
れ

る
。

36
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
二
の
次
の
文
を
元
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
次
不
知
之
人

中
云
二

補
処
数
世
界
不
知
一

者
、
如
二

寿
量
中
一

五
百
億
那
由
他
阿
僧

三
千
大
千
世
界
尽
抹
為
レ

塵
。
復
過
二

爾
所
世
界
一

乃
下
二

一
塵
一

。
塵
数
已
多
況
下
レ

塵
不
レ

下
レ

塵
界
。
寧
当
可
レ

数
。
下

レ

塵
不
レ

下
レ

塵
界
尚
不
レ

可
レ

知
。
況
界
中
塵
。
寧
当
可
レ

数
。
況
如
二

塵
数
一

以
二

一
塵
一

為
二

一

劫
一

。
仏
成
道
来
復
過
二

是
数
億
阿
僧

一

。
未
レ

発
レ

迹
来
、
弥
勒
不
レ

知
。
雖
二

発
レ

迹
竟
一

、

補
処
智
力
不
レ

知
二

界
数
一

況
知
レ

塵
耶
。
所
以
開
レ

迹
顕
レ

本
皆
入
二

初
住
一

故
云
二

作
仏
一

。
本
門

発
レ

迹
於
レ

果
不
レ

疑
。
故
皆
発
願
求
二

此
実
果
一

。
故
云
、
願
レ

我
於
二

未
来
一

説
レ

寿
亦
如
レ

是
」

（
大
正
三
三
・
八
二
六
頁
中
）
。

37
大
正
七
四
・
二
六
六
頁
下
。

38
前
注
三
一
。

39
大
正
七
四
・
二
七
五
頁
上
。

40
順
番
は
前
後
す
る
が
、
次
の
『
法
華
玄
義
』
巻
二
下
と
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
六
の
文
を
も

と
に
し
て
い
る
。

『
法
華
玄
義
』
巻
二
下
「
問
。
何
不
レ

接
二

三
蔵
一

。
答
。
三
蔵
是
界
内
不
二

相
即
一

。
小
乗
取

レ

証
根
敗
之
士
故
不
レ

論
レ

接
。
余
六
是
摩
訶
衍
門
。
若
欲
二

前
進
一

亦
可
レ

得
レ

去
。
是
故
被

接
。
問
。
若
不
レ

接
亦
不
レ

會
。
答
。
接
義
非
二

会
義
一

。
未
レ

会
之
前
不
レ

論
二

被
接
一

」
（
大
正

三
三
・
七
〇
三
頁
下
）
。

『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
六
「
故
仏
於
二

一
代
一

曲
開
二

七
重
二
十
一
重
一

。
以
赴
二

物
情
一

使
二

仏

本
懐
暢
一

、
使
二

物
宿
種
遂
一

故
…
三
正
釈
中
二
。
先
列
、
次
釈
。
初
意
者
、
一
蔵
、
二
通
、

三
別
接
通
、
四
円
接
通
、
五
別
、
六
円
接
別
、
七
円
。
若
止
観
中
為
レ

成
二

理
観
一

但
以
二

界
外

理
一

以
接
二

界
内
理
一

。
故
蔵
通
両
教
明
二

界
内
理
一

別
円
二
教
明
二

界
外
理
一

。
通
別
両
教
是
明

二

両
理
之
交
際
一

。
是
故
但
明
二

別
接
通
一

耳
。
今
前
六
重
仍
存
二

教
道
一

。
於
二

法
華
前
一

逗
二

彼

権
機
一

故
有
二

円
接
通
別
二
義
一

。
実
道
秖
応
二

円
理
接
一
レ

権
。
故
釈
二

今
文
一

応
下

順
二

教
道
一

復

以
二

円
中
一

接
中

於
但
中
上

。
又
此
七
名
雖
レ

立
二

二
諦
一

後
之
五
意
義
已
含
レ

三
。
幻
有
即
俗
、

空
即
是
真
、
不
空
是
中
。
但
観
名
二

中
空
一

合
在
二

何
諦
一

。
若
合
在
二

俗
諦
一

即
如
三

別
教
名
二

含
真
入
俗
二
諦
一

。
若
合
入
二

真
諦
一

如
三

別
円
入
通
名
二

含
中
入
真
二
諦
一

。
蔵
通
即
名
二

単
俗

単
真
一

。
円
教
即
名
二

不
思
議
真
俗
一

。
細
得
二

此
意
一

尋
レ

名
釈
レ

義
不
レ

失
二

毫
微
一

」
（
大
正

三
三
・
八
五
四
頁
上―

中
）
。

41
な
お
、
真
偽
は
不
明
だ
が
円
仁
（
七
九
四―

八
六
四
）
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
『
法
華
迹
門
観

心
絶
待
妙
釈
』
と
『
法
華
本
門
観
心
十
妙
釈
』
に
被
接
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き
る
。
『
法

華
迹
門
観
心
絶
待
妙
釈
』
で
は
「
通
相
三
観
惣
接
。
昔
時
帯
権
所
生
円
別
接
通
、
円
接
通
、
円

接
別
三
観
。
就
二

三
接
人
一

未
得
念
不
退
一

時
、
猶
帯
二

本
教
習
一

。
故
云
二

解
心
通
一

亦
名
二

惣
相

三
観
一

」
（
仏
全
二
四
・
六
六
上
）
と
通
相
三
観
を
三
被
接
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
『
法
華

本
門
観
心
十
妙
釈
』
で
は
「
又
玄
義
釈
通
仏
斉
縁
寿
者
、
今
私
会
云
、
不
レ

名
二

共
教
一

名
二

通

教
一

者
、
欲
下

広
兼
取
二

当
通
一

云
中

通
別
通
円
義
上

。
故
当
通
丈
六
如
二

蔵
仏
寿
一

。
尊
特
身
中
兼
二

被
接
機
見
他
受
用
身
円
常
三
身
一

。
故
望
二

蔵
仏
一

与
奪
明
レ

義
。
且
約
二

常
辺
一

。
故
云
二

斉
縁

一

。
如
二

釈
籤
二
云
一

。
以
三

通
教
遠
能
通
二

常
理
一

故
。
且
対
レ

蔵
以
為
二

無
常
一

。
但
玄
義
七
引
二

像
法
決
疑
経
一

、
云
二

一
劫
減
一
劫
一

矣
。
此
別
接
通
円
接
通
機
修
行
時
節
隨
二

根
不
定
一

。
故
且

爾
也
」
（
仏
全
二
四
・
七
九
頁
上
）
と
、
通
教
の
仏
は
縁
が
尽
き
れ
ば
入
滅
す
る
が
、
あ
く
ま

で
通
教
の
仏
で
あ
り
、
被
接
す
る
行
者
は
そ
の
限
り
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

42
な
お
、
『
法
華
論
記
』
に
依
用
さ
れ
て
い
る
『
法
華
論
』
に
つ
い
て
は
、
勒
那
摩
提
訳
の
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
前
川
［
一
九
九
五
］
（
一
〇
〇
頁
）
に
、
敦
煌
本
の
勒
那
摩

提
訳
（
Ｓ
二
五
〇
四
）
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
金
［
二
〇
二
〇
］

（
三
五
二
頁―

三
五
三
頁
）
に
、
『
法
華
論
記
』
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
論
』
は
、
入
蔵
以
前

の
勒
那
摩
提
訳
の
古
形
で
あ
る
可
能
性
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、
『
大

正
新
脩
大
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
勒
那
摩
提
訳
の
『
法
華
論
』
を
用
い
る
。

43
吉
蔵
や
基
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
は
、
池
田
［
一
九
七
八
Ａ
］
（
九
八
頁―

九
九
頁
）
・

［
一
九
七
八
Ｂ
］
（
三
二
六
頁
）
や
前
川
［
二
〇
〇
二
］
［
二
〇
〇
四
］
［
二
〇
〇
五
］
な
ど
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で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

44
仏
全
二
五
・
三
九
頁
上―

下
。

45
前
川
［
一
九
九
五
］
（
九
一
頁―

九
二
頁
）
に
よ
る
と
引
用
を
示
さ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、

「
慈
恩
」
や
「
基
」
「
他
」
「
或
」
「
有
（
人
）
」
「
人
」
「
先
覚
」
と
し
て
基
『
法
華
玄

賛
』
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
二
種
菩
薩
を
立
て
て

い
る
の
は
、
基
も
し
く
は
基
の
系
統
に
属
す
る
人
師
等
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
た
だ
し
、
「
已

上
人
語
」
の
割
注
が
円
珍
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
の
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

46
智
増
菩
薩
と
悲
増
菩
薩
は
基
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
七
本
「
論
、
有
下

従
二

初
地
一

至
中

滅

尽
定
上

故
。
述
曰
、
復
有
二

頓
悟
決
定
性
人
一

。
有
下

従
二

初
地
一

即
能
伏
中

一
切
煩
悩
上

…
即
十

地
菩
薩
。
有
レ

起
二

煩
悩
一

、
謂
悲
増
上
者
。
有
レ

不
レ

起
二

煩
悩
一

、
謂
智
増
上
者
」
（
大
正

四
三
・
四
八
三
頁
上
）
な
ど
で
説
か
れ
て
い
る
。
深
浦
［
一
九
五
四
］
五
一
四
頁
、
六
六
五

頁
、
七
〇
八
頁
参
照
。

47
仏
全
二
五
・
三
九
頁
下
。

48
『
法
華
論
記
』
巻
一
末(

仏
全
二
五
・
三
九
頁
下―

四
〇
頁
上)

。
『
法
華
論
記
』
に
引
か

れ
る
『
法
華
文
句
記
』
巻
二
中
の
文
は
「
通
教
地
前
無
二

位
可
一
レ

論
。
借
二

別
位
名
一

以
通
二

其

位
一

」
（
大
正
三
四
・
一
八
三
頁
上
）
で
あ
る
。
な
お
、
『
摩
訶
止
観
』
と
『
止
観
輔
行
捜
要

記
』
の
出
拠
の
頁
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
摩
訶
止
観
』
巻
三
下
（
大
正
四
六
・
二
九
頁

上
、
三
四
頁
下―

三
五
頁
上
）
と
『
止
観
輔
行
捜
要
記
』
巻
三
（
新
纂
続
蔵
五
五
・
七
七
七
頁

下
、
七
八
三
頁
下
）
・
巻
六
（
新
纂
続
蔵
五
五
・
八
二
三
頁
下―

八
二
四
頁
上
）
。

49
仏
全
二
五
・
四
〇
頁
上―

下
。

50
仏
全
二
五
・
四
〇
頁
下
。

51
『
法
華
文
句
記
』
巻
二
中
「
若
言
三

七
地
始
入
二

無
功
用
道
一

、
此
是
別
教
教
道
明
レ

義
」

（
大
正
三
四
・
一
八
三
頁
下
）
。

52
仏
全
二
五
・
四
〇
頁
下
。

53
前
掲
注
一
〇
。

54
『
止
観
輔
行
捜
要
記
』
巻
六
「
若
別
接
下
、
明
二

通
八
地
被
接
者
知
一

、
方
乃
得
レ

云
二

七
地

論
レ

修
八
地
論
一
レ

証
。
若
二

第
三
巻
一

従
二

下
根
一

。
故
八
地
聞
レ

中
、
九
地
伏
二

無
明
一

、
十

地
破
二

無
明
一

。
此
中
中
根
上
根
亦
可
二

四
五
地
接
一

。
教
多
従
レ

下
、
其
位
定
故
」(

新
纂
続
蔵

五
五
・
八
二
三
頁
下―

八
二
四
頁
上)

。

55
仏
全
二
五
・
四
〇
頁
下―

四
一
頁
上
。

56
大
正
二
六
・
一
二
頁
上
。

57
仏
全
二
五
・
四
一
頁
上
。

58
仏
全
二
五
・
四
一
頁
上
。

59
勒
那
摩
提
訳
『
法
華
論
』
「
於
二

九
地
中
一

、
得
二

勝
進
陀
羅
尼
門
一

具
二

足
四
無
礙
自

在
一

故
。
於
二

第
十
地
中
一

、
不
退
転
法
輪
得
二

仏
受
一
レ

位
、
如
二

転
輪
王
子
一

故
」
（
大
正

二
六
・
一
二
頁
上
）
。

60
『
法
華
論
記
』
巻
七
本
の
他
、
被
接
に
関
す
る
記
述
は
、
引
用
箇
所
を
除
く
と
『
法
華
論

記
』
巻
一
本
（
仏
全
二
五
・
八
頁
上
）
・
巻
二
（
仏
全
二
五
・
四
二
頁
上
）
・
巻
三
本
（
仏
全

二
五
・
七
八
頁
下
）
な
ど
に
も
確
認
で
き
る
。

61
仏
全
二
五
・
二
〇
七
頁
下
。

62
『
法
華
玄
義
』
巻
一
上
「
結
者
、
当
レ

知
。
華
厳
兼
、
三
蔵
但
、
方
等
対
、
般
若
帯
。
此

経
無
二

復
兼
但
対
帯
一

。
専
是
正
直
無
上
之
道
。
故
称
為
二

妙
法
一

也
」
（
大
正
三
三
・
六
八
二

頁
中
）
や
『
摩
訶
止
観
』
巻
五
下
「
華
厳
亦
有
二

二
意
一

。
宣
二

説
菩
薩
歴
劫
修
行
一

、
彼
為
二

鈍
根
一

也
。
初
発
心
時
便
成
二

正
覚
一

、
所
有
慧
身
不
二

由
レ

他
悟
一

、
彼
是
利
根
也
。
法
華
唯
一

意
。
正
直
捨
二

方
便
一

但
説
二

無
上
道
一

」
（
大
正
四
六
・
六
二
頁
上
）
な
ど
で
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
天
台
で
は
、
華
厳
は
別
教
を
兼
ね
る
と
し
て
い
る
。

63
仏
全
二
六
・
三
四
九
頁
上
。
文
の
出
拠
は
『
摩
訶
止
観
』
巻
五
下
（
大
正
四
六
・
六
二
頁

上
）
。

64
『
授
決
集
』
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
の
「
総
決
」
に
至
る
ま
で
引
用
さ
れ
る
文

献
は
赤
尾
［
一
九
八
九
］
（
七
七
六
頁―

七
七
七
頁
）
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
授
決

集
』
「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
第
十
二
」
に
お
け
る
引
用
部
分
と
「
今
総
決
曰
」
の
冒
頭
箇
所
ま

で
の
流
れ
は
、
赤
尾
［
一
九
八
九
］
（
七
七
八
頁―

七
八
三
頁
）
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
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65
仏
全
二
六
・
三
五
〇
頁
中―

下
。
出
拠
は
『
法
華
文
句
記
』
巻
四
下
（
大
正
三
四
・
二
三
一

頁
中―
下
）
で
あ
る
。

66
仏
全
二
六
・
三
五
〇
頁
下―

三
五
一
頁
上
。
出
拠
は
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
二
十
（
大
正

三
三
・
九
五
九
頁
下
）
で
あ
る
。

67
仏
全
二
六
・
三
五
三
頁
下
。

68
『
授
決
集
』
「
若
不
レ

信
レ

之
須
レ

破
二

仏
経
一

。
再
三
諦
聴
。
華
厳
只
収
二

大
根
之
利
鈍
一

、

不
レ

収
二

小
根
之
利
鈍
一

。
所
以
在
レ

座
隔
レ

之
無
レ

分
。
何
更
拒
執
。
爾
絶
不
レ

会
二

以
レ

別
助
レ

円
之
理
一

。
実
是
麁
浅
之
智
耳
。
世
人
不
レ

会
二

四
教
一

暗
二

於
両
教
二
乗
三
教
菩
薩
一

。
只
混

淆
為
二

三
乗
一

。
乗
二

斯
弊
一

迷
二

権
実
一

。
設
唱
二

直
一

不
レ

弁
二

先
三
階
及
以
後
一
義
一

。
大
底

職
レ

之
甚
闇
二

黒
白
一

…
彼
後
分
者
、
即
第
九
会
入
法
界
品
。
正
説
二

菩
薩
歴
劫
修
行
一

。
此
無

量
義
経
所
レ

指
海
空
也
。
非
三

唯
天
台
独
施
二

此
釈
一

。
他
疏
亦
明
釈
レ

之
。
今
宗
疏
解
的
会
二

両

経
一＜

義
経
。
妙
経＞

。
性
論
之
法
界
、
此
別
時
義
也
。
未
顕
真
実
之
唱
、
何
以
不
レ

籠
二

寂
場

始
説
一

耶
。
般
若
之
後
説
二

華
厳
経
一

斉
二

於
法
華
一

。
又
其
時
節
長
非
二

唯
我
伝
一
レ

之
。
嘉
祥
数

家
相
伝
在
レ

今
。
而
不
レ

会
二

聾
唖
文
一

非
二

兼
別
之
義
一

。
迷
中
之
迷
世
莫
レ

類
乎
。
無
文
之
記

早
合
レ

停
レ

之
」
（
仏
全
二
六
・
三
五
三
頁
下―

三
五
四
頁
上
）
。

69
仏
全
二
六
・
三
五
四
頁
上
。

70
仏
全
二
六
・
三
五
四
頁
上―

下
。

71
大
正
三
三
・
八
五
六
頁
下
。

72
大
久
保
［
一
九
九
八
Ｂ
］
（
二
五
七
頁―

二
五
八
頁
）
に
よ
る
と
、
被
接
の
義
が
あ
る
の
は

『
法
華
経
』
以
前
で
あ
り
、
こ
れ
が
根
本
説
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
更
に
、

『
法
華
経
』
の
後
に
説
か
れ
る
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
被
接
の
有
無
に
関
し
て
議
論
が
な
さ
れ

て
お
り
、
例
え
ば
、
証
真
『
法
華
玄
義
私
記
』
（
仏
全
二
一
・
一
〇
一
頁
上
）
で
は
『
涅
槃

経
』
に
よ
る
被
接
を
肯
定
す
る
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

73
仏
全
二
六
・
三
七
九
頁
上―

三
八
〇
頁
上
。

74
大
正
四
六
・
二
九
頁
上
。

75
大
正
四
六
・
三
四
頁
下―

三
五
頁
上
。

76
大
正
四
六
・
八
〇
頁
下
。

77
大
正
四
六
・
八
三
頁
上
。

78
新
纂
続
蔵
五
五
・
六
五
一
頁
下
。

79
大
正
四
六
・
二
五
〇
頁
下
。

80
大
正
四
六
・
三
五
二
頁
下
。

81
仏
全
二
六
・
三
八
〇
頁
上
。

82
仏
全
二
六
・
三
八
〇
頁
上
。

83
仏
全
二
六
・
三
八
〇
頁
上―

下
。

84
仏
全
二
六
・
三
八
〇
頁
下
。

85
仏
全
二
六
・
三
八
〇
頁
下
。

参
考
文
献
一
覧

青
木
隆
［
一
九
九
二
］
「
天
台
行
位
説
の
形
成
に
関
す
る
考
察―

地
論
宗
説
と
比
較
し
て―

」

『
日
本
・
中
国
仏
教
思
想
と
そ
の
展
開
』
、
三
七
頁―

五
四
頁
、
山
喜
房
佛
書
林
。

赤
尾
栄
慶
［
一
九
八
九
］
「
『
授
決
集
』
の
一
考
察―

「
華
厳
円
教
兼
歴
別
決
」
に
つ
い
て

―

」
『
智
證
大
師
研
究
』
七
七
五
頁―

七
八
七
頁
。

浅
井
円
道
［
一
九
七
三
］
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
平
楽
寺
書
店
。

池
田
魯
参
［
一
九
七
八
Ａ
］
「
円
珍
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
天
台
研
究
の
特
質
」
『
駒
沢
大

学
仏
教
学
部
論
集
』
九
、
九
二
頁―

一
〇
七
頁
。

池
田
魯
参
［
一
九
七
八
Ｂ
］
「
円
珍
の
『
法
華
論
』
に
つ
い
て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

二
七
（
一
）
、
三
二
二
頁―

三
二
六
頁
。

上
杉
文
秀
［
一
九
三
五
］
『
日
本
天
台
史
』
破
塵
閣
書
房
。

大
久
保
良
峻
［
一
九
九
八
Ａ
］
「
良
源
撰
『
被
接
義
私
記
』
に
つ
い
て
」
『
天
台
教
学
と
本
覚

思
想
』
、
二
二
七
頁―

二
三
五
頁
、
法
藏
館
、
（
初
出

：

『
天
台
学
報
』
三
六
、
一
九
九
四

年
）
。

大
久
保
良
峻
［
一
九
九
八
Ｂ
］
「
日
本
天
台
に
お
け
る
被
接
義
の
展
開―

基
礎
的
事
項
を
中
心

05萩野翔太－縦.indd   73 2023/07/11   16:24:41



萩野　翔太 74

に―

」
『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』
、
二
三
六
頁―

二
六
四
頁
、
法
藏
館
、
（
初
出

：

大
久
保

良
順
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
『
仏
教
文
化
の
展
開
』
、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
四
年
）
。

金
炳
坤
［
二
〇
二
〇
］
「
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
流
布
本
に
つ
い
て―

序
品
を
中
心
と
し
て
」

『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
』
（
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
）
、
三
五
六
頁―

二
四
二
頁
、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
。

塩
入
良
道
［
一
九
六
八
］
「
天
台
行
位
説
形
成
に
関
す
る
諸
問
題―

蔵
教
と
通
教
に
つ
い
て

―

」
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
五
四
、
二
五
頁―

五
二
頁
。

島
地
大
等
［
一
九
二
九
］
『
天
台
教
学
史
』
明
治
書
院
。

田
島
徳
音
［
一
九
六
四
］
「
授
決
集
」
『
佛
書
解
説
大
辞
典
』
第
五
巻
（
改
訂
版
）
、
一
〇
七

頁―

一
〇
八
頁
、
（
初
版

：

一
九
三
三
年
）
。

張
堂
興
志
［
二
〇
〇
二
］
「
被
接
に
お
け
る
二
、
三
の
問
題―

蔵
教
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て―

」

『
天
台
学
報
』
四
五
、
一
二
五
頁―

一
三
一
頁
。

張
堂
興
志
［
二
〇
〇
四
］
「
被
接
に
関
す
る
一
考
察―
「
入
」
と
「
接
」
に
注
目
し
て―

」

『
山
家
学
会
紀
要
』
六
・
七
、
八
四
頁―

九
四
頁
。

張
堂
興
志
［
二
〇
〇
六
］
「
被
接
説
と
章
安
灌
頂
」
『
天
台
学
報
』
四
八
、
一
五
〇
頁―

一
六
〇
頁
。

硲
慈
弘
［
一
九
四
八
］
『
日
本
仏
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
』
下
巻
、
三
省
堂
。

深
浦
正
文
［
一
九
五
四
］
『
唯
識
学
研
究
』
、
永
田
文
昌
堂
。

藤
平
寛
田
［
二
〇
二
〇
］
「
天
台
論
義
の
基
礎
と
文
献
」
『
日
本
仏
教
と
論
義
』
（
龍
谷
大
学

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
一
三
）
一
七
五
頁―

一
九
七
頁
、
法
藏
館
。

前
川
建
一
［
一
九
九
五
］
「
円
珍
『
法
華
論
記
』
の
引
用
文
献―

未
詳
文
献
の
解
明
を
中
心
に

―

」
『
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
』
三
、
八
九
頁―

一
〇
三
頁
。

前
川
健
一
［
二
〇
〇
二
］
「
円
珍
『
法
華
論
記
』
の
法
華
思
想―

「
釈
序
品
」
に
於
け
る
『
法

華
玄
賛
』
批
判
を
中
心
に―

」
『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
一
八
、
三
頁―

二
一
頁
。

前
川
健
一
［
二
〇
〇
四
］
「
円
珍
『
法
華
論
記
』
の
法
華
思
想
（
二
）―

「
釈
方
便
品
」
に
於

け
る
『
法
華
玄
賛
』
批
判
（
一
）
」
『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
二
〇
、
八
三
頁―

九
六
頁
。

前
川
健
一
［
二
〇
〇
五
］
「
円
珍
『
法
華
論
記
』
の
法
華
思
想
（
三
）―

「
釈
方
便
品
」
に
於

け
る
『
法
華
玄
賛
』
批
判
（
二
）
」
『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
二
一
、
四
一
頁―

五
二
頁
。

松
本
知
己
［
二
〇
一
九
］
「
乾
慧
断
惑
と
二
入
通―

証
真
説
を
中
心
に―

」
『
院
政
期
天
台
教

学
の
研
究―

宝
地
房
証
真
の
思
想―

』
二
五
五
頁―

二
七
六
頁
、
法
藏
館
、
（
初
出

：

大
久
保

良
峻
教
授
還
暦
記
念
論
集
『
天
台
・
真
言
諸
宗
論
攷
』
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
五
年
）
。

若
杉
見
龍
［
一
九
七
八
年
］
「
「
被
接
」
に
つ
い
て
」
『
棲
神
』
五
〇
、
二
八
頁―

四
二
頁
。

渡
辺
最
昌
［
一
九
六
四
］
「
法
華
論
記
」
『
佛
書
解
説
大
辞
典
』
第
十
巻
（
改
訂
版
）
、
九
二

頁―

九
三
頁
、
（
初
版

：

一
九
三
三
年
）
。
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